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引
の
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し
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開
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井
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井
物
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二
　
三
井
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
両
大
戦
間
期
の
三
井
物
産
株
式
会
社
（
以
下
、
物
産
）
に
お
け
る
飼
料
取
扱
、
な
か
で
も
養
鶏
飼
料
の
製
造
・
販
売
を
中
心

に
、
そ
の
初
期
に
お
け
る
生
産
体
制
の
構
築
と
、
国
内
市
場
で
の
取
引
の
構
造
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
物
産
の

地
方
市
場
進
出
に
お
い
て
は
、
農
産
物
、
な
か
で
も
雑
穀
類
の
取
引
が
伸
長
し
た
こ
と
が
既
存
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
雑
穀
の
う

ち
、
養
鶏
向
け
を
中
心
と
す
る
飼
料
お
よ
び
そ
の
原
料
と
な
る
雑
穀
の
取
り
扱
い
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
顕
著
な
拡
大
を
見
せ
た
。

戦
前
期
国
内
に
お
け
る
養
鶏
飼
料
産
業
、
な
ら
び
に
雑
穀
飼
料
業
者
（
問
屋
）
と
総
合
商
社
に
よ
る
養
鶏
飼
料
取
扱
に
つ
い
て
は
、
日
本

配
合
飼
料
株
式
会
社
（
現
、
フ
ィ
ー
ド
・
ワ
ン
株
式
会
社
）
に
関
す
る
通
史
的
な
研
（
（
（
究
が
あ
り
、
ま
た
山
崎
広
明
が
そ
の
研
究
の
中
で
概
括

的
に
取
り
上
げ
て
い
（
（
（
る
。
よ
り
詳
細
に
は
春
日
豊
（
二
〇
一
〇
）
が
、
物
産
の
飼
料
取
扱
に
お
け
る
地
方
問
屋
・
農
村
関
係
諸
団
体
を
通
じ

た
販
売
体
制
の
構
築
と
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
子
会
社
設
立
に
よ
る
混
合
飼
料
・
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
へ
の
進
出
に
つ
い
て
整
理

し
て
い
（
（
（
る
。

ま
た
、
物
産
の
子
会
社
で
あ
る
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
で
は
、
各
地
の
雑
穀
飼
料
・
肥
料
業
者
を
特
約
店
化
し
て
、
ま
た
は
養
鶏
組

合
・
農
業
組
合
を
介
し
て
需
要
者
で
あ
る
養
鶏
家
・
養
鶏
業
（
（
（
者
へ
飼
料
を
販
売
し
た
が
、
そ
の
飼
料
取
引
は
、
物
産
に
よ
る
養
鶏
組
合
・
農

会
か
ら
の
鶏
卵
の
集
荷
・
販
売
を
て
こ
と
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
鶏
卵
の
集
荷
・
販
売
に
つ
い
て
は
加
藤
慶
一
郎

（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
詳
細
な
研
（
（
（
究
が
存
在
す
る
が
、
そ
こ
で
は
養
鶏
飼
料
の
取
扱
の
実
態
に
つ
い
て
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
既

存
研
究
で
は
、
物
産
と
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
に
よ
る
養
鶏
飼
料
販
売
の
全
体
像
を
必
ず
し
も
明
確
な
形
で
整
理
し
て
お
ら
ず
、
特
に
鶏

卵
・
養
鶏
飼
料
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
が
連
携
で
き
て
い
た
要
因
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
中
身
に
ま
で
深
く
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
。
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本
稿
で
は
、
ま
ず
物
産
に
よ
る
子
会
社
を
通
じ
た
飼
料
製
造
・
販
売
へ
の
進
出
過
程
を
整
理
し
、
そ
の
う
え
で
、
物
産
の
鶏
卵
一
手
販
売

契
約
と
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
に
よ
る
飼
料
販
売
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
と
相
互
の
関
連
性
と
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

（
1
）　
飼
料
の
研
究
社
編
『
日
配
三
五
年
史
』
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
、
一
九
六
四
。

（
2
）　
山
崎
広
明
「
一
九
二
〇
年
代
の
三
井
物
産
―
経
営
戦
略
と
経
営
動
向
―
」
中
村
隆
英
編
『
戦
間
期
の
日
本
経
済
分
析
』
山
川
出
版
社
、
一
九

八
一
。

（
3
）　
春
日
豊
『
帝
国
日
本
と
財
閥
商
社
―
恐
慌
・
戦
時
下
の
三
井
物
産
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
。

（
4
）　
昭
和
戦
前
期
に
は
農
家
副
業
と
し
て
展
開
さ
れ
た
養
鶏
業
が
多
か
っ
た
（
小
杉
亮
介
（
二
〇
二
四
）「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
三
菱
商
事

の
養
鶏
飼
料
取
扱
―
合
名
会
社
伊
藤
和
四
五
郎
商
店
と
の
提
携
に
よ
る
配
合
飼
料
生
産
・
販
売
を
中
心
に
―
」『
三
菱
史
料
館
論
集
』
二
五
号
、

九
五
～
一
四
〇
頁
）。
そ
の
た
め
、
専
業
と
は
い
え
な
い
経
営
組
織
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
鶏
卵
が
、
物
産
な
ど
の
商
社
や
地
方
問
屋
の
手
を

通
じ
て
各
地
で
取
引
さ
れ
流
通
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
や
や
煩
瑣
で
は
あ
る
も
の
の
、
副
業
養
鶏
家
と
専
業
養
鶏
家
と
を
並
列
す
る
意
図
で
、

鶏
卵
の
生
産
者
か
つ
飼
料
の
需
要
者
を
意
味
す
る
語
句
と
し
て
「
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
」
と
記
述
す
る
。

（
5
）　
加
藤
慶
一
郎
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
三
井
物
産
の
農
産
物
取
引
―
鶏
卵
を
中
心
に
―
」『
流
通
科
学
大
学
論
集
・
流
通
・
経
営
編
』
二
一

（
一
）、
二
〇
〇
八
、
一
五
一
～
一
六
五
頁
。

一
　
三
井
物
産
に
よ
る
飼
料
取
扱
の
展
開

1　

三
井
物
産
の
地
方
進
出
方
針
と
飼
料
取
扱
拡
大
の
た
め
の
子
会
社
設
立

既
存
研
究
で
す
で
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
産
が
養
鶏
飼
料
を
含
む
雑
穀
取
引
を
拡
大
し
た
背
景
に
は
常
務
取
締
役
・
安
川
雄
之
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助
の
指
揮
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
物
産
の
「
地
方
市
場
進
出
」
方
針
が
あ
っ
た
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
・
昭
和
元
）
年
の
第
九
回
支
店
長

会
議
に
お
け
る
安
川
の
訓
示
で
「
地
方
市
場
進
出
又
ハ
地
方
顧
客
引
付
（
（
（

策
」
の
実
施
が
提
起
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
恐
慌
下
の
一‌

九‌

三‌

〇
（
昭

和
五
）
年
下
半
期
の
「
業
務
総
誌
」
に
お
い
て
、「
薄
利
ノ
小
口
商
売
ト
雖
モ
煩
ヲ
厭
ハ
ズ
」
進
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
（
（
（

た
。
こ
の
「
地
方
市

場
進
出
」
方
針
に
最
も
適
合
し
た
商
品
が
雑
穀
肥
料
類
、
つ
ま
り
肥
料
や
飼
料
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
飼
料
は
雑
穀
の
取
扱
を
増
大
さ
せ
る
重

要
な
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
（
（
（

る
。

「
地
方
市
場
進
出
」
方
針
が
示
さ
れ
る
以
前
の
一
九
二
四
年
か
ら
物
産
は
各
県
各
地
域
の
「
小
資
本
」
の
雑
穀
飼
料
業
者
を
相
手
に
取
引

を
行
っ
て
お
り
、「
商
売
モ
伸
ビ
利
益
率
ノ
多
大
ナ
リ
シ
」
状
況
で
あ
っ
（
（
（
た
。
し
か
し
雑
穀
飼
料
業
者
が
増
加
し
、「
大
資
本
ヲ
有
ス
ル
者
モ

染
手
シ
極
ク
薄
利
（
但
代
金
ハ
現
金
）
ニ
テ
販
売
ス
ル
様
ニ
相
成
」
っ
た
た
め
、
従
来
の
「
小
資
本
」
の
雑
穀
飼
料
業
者
は
飼
料
商
品
取
引

に
お
け
る
「
地
方
的
地
盤
ヲ
侵
蝕
セ
ラ
ル
ル
」
事
態
と
な
り
、
物
産
に
と
っ
て
は
「
現
今
迄
ノ
（
雑
穀
飼
料
業
者
に
対
す
る
。
引
用
者
注
）

売
掛
金
モ
渋
滞
勝
ト
ナ
リ
（
中
略
）
妙
味
ナ
キ
機
運
ニ
相
向
」
う
状
況
に
な
っ
た
。
ま
た
、
名
古
屋
支
店
の
管
轄
す
る
市
場
に
三
菱
や
湯
浅

な
ど
の
競
合
が
参
入
し
、
輸
入
飼
料
取
扱
で
の
競
争
も
激
化
し
つ
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
雑
穀
飼
料
業
界
の
競
争
激
化
に
加
え
、
飼
料
を
取
り
巻
く
外
的
な
環
境
変
化
と
し
て
、
関
税
の
問
題
が
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年

三
月
に
関
税
率
の
一
般
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
は
「
肥
料
及
飼
料
又
は
其
の
原
料
品
」
は
「
大
體
無
税
」
と
さ
れ
て
い
（
（
（
た
。
し
か
し
、
輸

入
飼
料
が
食
料
品
ま
た
は
そ
の
原
料
と
し
て
も
利
用
で
き
る
農
産
物
の
場
合
、
飼
料
で
は
な
く
食
料
品
関
係
の
用
途
に
転
用
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
う
し
た
事
態
が
起
き
る
と
、
国
産
農
産
物
保
護
の
た
め
に
輸
入
飼
料
に
関
税
が
か
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
（
（
（
た
。
事
実
、
三
菱
商

事
株
式
会
社
（
以
下
、
三
菱
商
事
）
に
お
い
て
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
同
社
が
輸
入
し
た
飼
料
小
麦
が
買
手
に
よ
っ
て
製
粉
工
場
に

売
り
込
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
、
賠
償
を
支
払
う
事
態
と
な
っ
て
い
（
（
（
る
。
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
か
ら
満
州
玉
蜀
黍
、
高
粱
、
カ
ナ
ダ

産
飼
料
小
麦
を
飼
料
と
し
て
盛
ん
に
輸
入
し
て
い
た
物
産
（
（
（
も
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
頃
に
は
「Feed W

heat

ノ
無
税
輸
入
ハ
漸
次
困
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難
ナ
ラ
ン
ト
ス
」
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
た
（
（
（
が
、
危
惧
し
た
通
り
に
そ
の
後
も
国
内
で
三
菱
商
事
の
事
例
と
同
様
の
事
件
が
多
発
し
た
た

め
、
税
関
の
取
り
締
ま
り
も
厳
格
化
し
、
一
九
三
二
年
の
関
税
改
正
で
輸
入
に
厳
格
な
規
定
が
設
け
ら
れ
（
（1
（

た
。
ま
た
、
一
九
二
六
年
三
月
に

関
税
定
率
法
が
改
正
さ
れ
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
以
降
は
無
税
で
あ
っ
た
高
粱
に
一
〇
〇 

斤
あ
た
り
二
五
銭
の
関
税
が
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
（
（1
（
た
。

こ
う
し
た
関
税
の
適
用
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
、
保
税
倉
庫
、
な
ら
び
に
保
税
工
場
の
設
立
が
あ
っ
た
。
保
税
倉
庫
と
は
海
外
か
ら
輸

入
し
た
貨
物
を
正
式
な
輸
入
手
続
未
済
の
状
態
で
一
時
保
管
し
、
そ
の
間
は
関
税
の
徴
収
を
猶
予
さ
れ
る
倉
庫
設
備
で
あ
（
（1
（
る
。
そ
し
て
保
税

工
場
は
、
保
税
倉
庫
に
併
設
さ
れ
、
外
国
か
ら
輸
入
し
た
貨
物
に
つ
い
て
輸
入
税
を
徴
収
さ
れ
ず
に
、
そ
の
加
工
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
原
料

と
し
た
製
品
の
生
産
、
仕
分
け
な
ど
が
可
能
と
な
る
工
場
で
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
制
定
の
保
税
倉
庫
法
を
基
盤
と
す
る
保
税
工
場

法
に
よ
り
税
関
長
の
認
可
を
得
て
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
（
（1
（
た
。
た
だ
し
、
保
税
倉
庫
・
保
税
工
場
を
設
立
す
る
に
は
税
関
長
の
許
可

は
も
ち
ろ
ん
、
倉
庫
の
確
保
と
工
場
建
設
の
た
め
の
設
備
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
相
応
の
費
用
と
時
間
と
を
要
し
た
。

そ
こ
で
物
産
は
、「
名
古
屋
支
店
輸
入
飼
料
促
進
ノ
タ
メ
」、
つ
ま
り
名
古
屋
支
店
で
の
輸
入
飼
料
取
扱
を
強
化
す
る
た
め
、「
従
来
ノ
飼

料
商
相
手
ノ
商
売
ヲ
主
体
ト
セ
ズ
新
機
運
ニ
適
合
シ
タ
ル
別
動
隊
ノ
販
売
機
関
ヲ
設
置
」
す
る
計
画
を
立
て
（
（1
（
た
。
こ
の
「
別
動
隊
ノ
販
売
機

関
」、
す
な
わ
ち
子
会
社
と
し
て
、
名
古
屋
市
の
雑
穀
飼
料
問
屋
・
吉
江
齋
治
と
提
携
し
て
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、

吉
江
飼
料
株
式
会
社
（
以
下
、
吉
江
飼
料
）
で
あ
っ
た
。
吉
江
齋
治
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
湯
浅
竹
之
助
商
店
（
後
の
湯
浅
貿
易

株
式
会
社
）
か
ら
独
立
し
て
雑
穀
飼
料
業
者
と
な
り
、
物
産
名
古
屋
支
店
と
の
雑
穀
取
引
を
通
じ
て
成
長
し
た
。
輸
入
飼
料
を
加
工
す
る
た

め
の
保
税
工
場
も
物
産
の
支
援
で
設
立
し
て
お
り
、
吉
江
齋
治
は
物
産
の
得
意
先
で
あ
っ
た
。
吉
江
飼
料
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、「
吉
江
齋

治
経
営
ノ
飼
料
保
税
工
場
並
保
税
倉
庫
及
仝
人
飼
料
雑
穀
販
売
営
業
全
部
ヲ
買
収
」
し
、
資
本
金
七
万
円
の
う
ち
四
万
円
は
物
産
、
三
万
円

は
吉
江
齋
治
が
出
資
し
た
。
吉
江
飼
料
の
取
締
役
三
名
と
監
査
役
一
名
は
物
産
か
ら
、
取
締
役
も
う
二
名
を
吉
江
齋
治
側
か
ら
出
し
、
常
務



160

取
締
役
に
吉
江
齋
治
が
就
く
と
い
う
経
営
体
制
で
あ
っ
た
。

吉
江
飼
料
設
立
の
目
的
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
輸
入
税
免
許
ヲ
受
ケ
大
量
的
ニ
廉
価
ニ
生
産
シ
全
国
的
ニ
販
売
ス
ル
」
こ
と
、
つ
ま
り

輸
入
飼
料
の
関
税
免
除
と
地
域
市
場
に
お
け
る
飼
料
販
売
の
強
化
で
あ
っ
（
（1
（

た
。
も
し
物
産
単
独
で
「
別
動
隊
」
を
作
る
と
な
る
と
「
直
接
消

費
者
ニ
当
ル
爲
人
員
増
加
ノ
必
要
ア
リ
／
新
設
備
（
保
税
工
場
設
備
等
）
ニ
多
大
ノ
経
費
ト
時
日
ヲ
要
ス
ル
事
／
地
盤
開
拓
ニ
ハ
相
当
ノ
長

時
日
ト
豊
富
ナ
ル
経
験
ヲ
要
ス
ル
事
」
と
い
う
困
難
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
必
要
条
件
を
満
た
す
た
め
に
「
長
時
日
ヲ
経
過
ス
レ
バ
他
商
ニ
先

ン
ゼ
ラ
ル
ゝ
」
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
一
方
で
吉
江
齋
治
は
、
す
で
に
大
阪
税
関
か
ら
認
可
さ
れ
て
保
税
倉
庫
・
保
税
工
場
を
設
立
・
運
営
し

て
お
り
、
ま
た
物
産
と
も
飼
料
取
引
で
関
係
が
深
く
、
国
内
市
場
で
の
飼
料
販
売
に
強
固
な
地
盤
と
経
験
を
持
っ
て
い
た
。
物
産
は
吉
江
飼

料
を
設
立
す
る
こ
と
で
、「
吉
江
ノ
経
験
ヲ
利
用
シ
（
中
略
）
他
商
ニ
先
ン
ジ
テ
全
国
的
ニ
飼
料
界
ニ
活
躍
可
能
ニ
シ
テ
当
社
現
在
一
ヶ
年

約
三
百
万
円
ノ
飼
料
取
扱
高
ヲ
更
ニ
拡
張
発
展
セ
シ
ム
ル
事
難
事
ニ
テ
ハ
無
之
」
と
い
う
目
論
見
を
持
っ
て
い
た
。
吉
江
飼
料
と
物
産
の
間

で
は
、
原
則
、
物
産
よ
り
原
料
と
な
る
飼
料
を
買
い
入
れ
、
他
よ
り
原
料
を
買
い
入
れ
る
場
合
は
物
産
の
承
認
を
得
る
と
い
う
取
り
決
め
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
物
産
は
、
名
古
屋
支
店
を
通
じ
て
吉
江
飼
料
に
飼
料
を
供
給
で
き
た
。

吉
江
飼
料
を
は
じ
め
、
保
税
工
場
を
有
す
る
事
業
者
が
製
造
・
販
売
し
た
飼
料
製
品
に
は
「
混
合
飼
料
」
と
「
配
合
飼
料
」
の
二
種
類
が

存
在
す
る
。
混
合
飼
料
は
玉
蜀
黍
や
高
粱
な
ど
、
数
種
類
の
雑
穀
を
粉
砕
・
混
合
し
て
作
ら
れ
る
飼
料
だ
が
、
飼
料
の
効
果
を
高
め
る
た
め

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
輸
入
関
税
を
回
避
す
る
こ
と
が
目
的
の
商
品
で
あ
（
（1
（
る
。
一
方
、
配
合
飼
料
は
粉
砕
し
た
雑
穀
に
食
塩
な
ど
の
無
機

物
を
配
合
し
て
作
ら
れ
る
飼
料
で
、
そ
の
原
料
の
配
合
の
如
何
に
よ
っ
て
家
畜
の
成
長
や
、
鶏
で
あ
れ
ば
産
卵
率
を
促
進
す
る
こ
と
を
狙
い

と
し
た
商
品
で
あ
っ
た
。
な
お
、
混
合
飼
料
・
配
合
飼
料
の
原
料
と
な
る
玉
蜀
黍
・
高
粱
な
ど
の
飼
料
穀
物
単
品
は
、
養
鶏
業
で
は
「
単
味

飼
料
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
単
体
で
も
鶏
に
給
餌
さ
れ
る
飼
料
商
品
と
し
て
流
通
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
飼
料
市
場
で
は
単
味
飼
料
、
混

合
飼
料
、
配
合
飼
料
が
流
通
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
輸
入
の
単
味
飼
料
に
か
か
る
関
税
を
回
避
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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物
産
の
飼
料
取
扱
、
特
に
配
合
飼
料
に
関
し
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
の
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
の
設
立
で
あ

る
。
同
社
設
立
に
先
立
つ
一
九
二
八
年
に
、
物
産
は
木
村
徳
兵
衛
商
店
（
木
村
球
四
郎
。
以
下
、
木
徳
）
と
舘
野
商
店
（
舘
野
栄
吉
。
以
下
、

舘
野
）
が
保
管
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て
い
た
横
浜
市
守
谷
町
・
興
亜
起
業
の
倉
庫
一
棟
を
借
用
し
て
、
保
税
倉
庫
・
保
税
工
場
を
設
立
し
（
（1
（

た
。

吉
江
飼
料
設
立
の
際
に
は
物
産
は
保
税
工
場
を
設
立
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
設
立
に
動
い
た
発
端
と
し
て
、
物
産
・
東
京
本
社
の
篠
田

善
次
郎
が
関
東
で
の
飼
料
小
麦
輸
入
販
売
を
計
画
し
た
際
、
数
回
輸
入
し
た
う
ち
の
一
回
、
小
麦
の
品
質
が
良
好
な
二
〇
〇
〇
ト
ン
分
が
横

浜
税
関
当
事
者
に
無
税
通
関
を
拒
否
さ
れ
る
事
態
が
あ
っ
（
（1
（
た
。
篠
田
が
本
店
業
務
課
に
相
談
し
、
業
務
課
を
通
じ
て
関
税
課
長
に
陳
情
し
た

こ
と
で
無
税
通
関
と
な
っ
た
が
、
今
後
も
同
様
の
事
態
を
生
じ
な
い
よ
う
、
関
税
課
長
よ
り
保
税
工
場
の
設
立
を
勧
め
ら
れ
た
と
さ
れ
（
（1
（
る
。

以
上
の
経
緯
か
ら
興
亜
起
業
の
倉
庫
の
一
角
に
保
税
工
場
を
設
立
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
物
産
・
木
徳
・
舘
野
で
協
議
し
た
結
果
、
関
税

免
除
の
た
め
に
輸
入
飼
料
を
粉
砕
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
合
理
的
に
配
合
し
て
製
品
と
し
て
販
売
す
る
ほ
う
が
良
い
と
い
う
結
論
に
至

っ
た
。
当
時
、
関
税
の
問
題
か
ら
保
税
工
場
で
二
種
か
ら
三
種
の
飼
料
を
粉
砕
・
混
合
し
た
製
品
が
中
部
・
伊
勢
湾
地
域
一
帯
に
普
及
し
て

い
た
が
、
そ
れ
ら
は
飼
料
の
効
果
に
お
い
て
工
夫
・
改
良
の
余
地
が
多
い
も
の
で
、
理
想
的
な
配
合
方
法
を
確
立
す
れ
ば
飼
料
製
品
と
し
て

有
望
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。

以
上
の
経
緯
か
ら
、
物
産
は
、
木
徳
・
舘
野
と
の
合
同
で
、
新
た
に
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
の
た
め
の
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ
（
（2
（
た
。

こ
の
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
の
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
物
産
は
木
徳
、
舘
野
と
と
も
に
、
千
葉
県
の
国
立
畜
産
試
験
場
で
養
鶏
用
配
合

飼
料
を
研
究
し
て
い
た
技
師
の
鈴
木
幸
三
と
波
多
野
正
を
訪
問
し
、
そ
の
研
究
の
企
業
化
を
打
診
し
た
。
協
議
の
末
、
企
業
化
の
運
び
と
な

り
、
一
九
二
八
年
六
月
、
物
産
、
木
徳
、
舘
野
の
三
社
が
三
〇
〇
〇
円
ず
つ
出
資
し
て
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
既
設
の
保
税

工
場
を
研
究
所
の
「
横
浜
工
場
」
と
し
て
場
内
に
粉
砕
機
な
ど
の
製
造
設
備
を
設
置
し
た
。
波
多
野
正
の
研
究
成
果
を
も
と
に
玉
蜀
黍
・

麸
・
大
豆
粕
・
無
機
塩
類
な
ど
を
原
料
と
す
る
配
合
飼
料
の
製
造
が
開
始
さ
れ
、
一
九
二
八
年
七
月
に
「
井
桁
三
」
の
商
標
で
「
完
全
配
合
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飼
料
」
と
し
て
製
品
化
し
、
販
売
を
開
始
し
た
。

一
九
二
八
年
十
一
月
ま
で
、
木
徳
が
主
体
と
な
り
、
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
で
の
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
に
あ
た
っ
た
が
、
成
績
が
上
が

ら
ず
七
〇
〇
〇
円
あ
ま
り
の
損
失
を
計
上
し
（
（2
（

た
。
そ
の
た
め
協
議
の
う
え
で
十
二
月
以
降
は
物
産
参
事
の
橋
本
房
次
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
運

営
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
る
と
一
九
二
八
年
十
二
月
か
ら
一
九
二
九
年
五
月
ま
で
の
間
に
、
物
産
の
取
扱
分
だ
け
で
配
合
飼
料
の
販

売
高
一
五
二
〇
ト
ン
、
売
上
金
額
一
四
万
八
〇
〇
〇
円
、
利
益
に
し
て
五
七
〇
〇
円
を
計
上
し
、
木
徳
・
舘
野
の
取
扱
分
で
も
二
五
〇
〇
円

の
利
益
を
計
上
し
た
。

日
本
配
合
飼
料
研
究
所
で
の
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
は
順
調
に
推
移
し
た
が
、
研
究
所
の
組
織
の
ま
ま
運
営
を
続
け
る
に
は
い
く
つ
か
不

都
合
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
第
一
に
、
年
間
三
〇
万
円
か
ら
四
〇
万
円
の
配
合
飼
料
生
産
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
会
社
組
織
で
は
な
い

た
め
に
税
務
署
に
申
告
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
問
題
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
第
二
に
、
こ
の
時
期
に
は
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
を
行

う
競
合
他
社
に
経
営
規
模
拡
大
の
動
き
が
あ
っ
た
。
国
内
で
は
東
洋
家
畜
飼
料
株
式
会
社
、
日
本
飼
料
株
式
会
社
、
峰
岸
工
場
な
ど
で
生
産

設
備
の
拡
張
の
動
き
が
あ
り
、
満
州
で
も
日
清
製
油
株
式
会
社
の
所
有
す
る
工
場
を
は
じ
め
、
二
、
三
の
配
合
飼
料
工
場
が
展
開
し
て
い
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
新
規
参
入
の
企
業
も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
三
菱
商
事
が
新
規
参
入
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
物
産
は
警
戒
し
て
い
（
（2
（
た
。

ま
た
、
物
産
が
子
会
社
と
し
て
設
立
し
た
吉
江
飼
料
も
競
合
と
な
る
た
め
、
同
社
と
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
と
の
調
整
も
懸
念
事
項
で
あ

っ
（
（2
（
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
競
争
の
激
化
に
備
え
て
生
産
設
備
を
増
強
し
、
増
産
に
よ
る
製
品
価
格
低
下
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
日
本

配
合
飼
料
研
究
所
の
組
織
の
ま
ま
で
は
「
資
金
ノ
関
係
其
他
」
の
面
で
困
難
が
あ
っ
た
。

な
に
よ
り
物
産
が
懸
念
し
て
い
た
の
は
、
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
設
立
の
根
拠
と
な
っ
た
国
立
畜
産
試
験
場
と
の
連
携
の
問
題
で
あ
っ
（
（2
（
た
。

国
立
畜
産
試
験
場
の
技
師
は
物
産
に
対
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
公
開
し
て
配
合
飼
料
の
製
造
に
つ
い
て
指
示
を
出
す
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
は
物
産
単
独
で
は
な
く
木
徳
・
舘
野
と
の
共
同
経
営
で
あ
っ
た
た
め
、
責
任
の
所
在
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
か
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ら
、
国
立
畜
産
試
験
場
側
が
そ
う
し
た
組
織
体
制
に
不
満
を
示
し
、
研
究
成
果
の
公
開
を
躊
躇
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
物
産
は
日
本

配
合
飼
料
研
究
所
設
立
時
に
、
研
究
所
内
に
養
鶏
場
を
設
け
る
こ
と
、
そ
こ
で
国
立
畜
産
試
験
場
の
技
師
が
考
案
し
た
配
合
飼
料
の
実
地
試

験
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
販
売
す
る
配
合
飼
料
の
製
法
は
表
向
き
研
究
所
の
養
鶏
場
で
考
案
さ
れ
た
も
の
と
し
、
そ
れ
は
国
立
畜
産
試
験
場

の
技
師
が
推
奨
す
る
も
の
と
し
て
広
告
す
る
こ
と
、
を
約
束
し
て
い
た
。
し
か
し
設
立
か
ら
一
年
経
過
し
て
も
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
内
に

養
鶏
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
対
し
国
立
畜
産
試
験
場
の
技
師
か
ら
不
満
が
あ
り
、
約
束
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合
、
物

産
と
の
関
係
を
断
つ
と
い
う
意
向
が
示
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
懸
念
点
に
加
え
て
、
物
産
と
し
て
は
養
鶏
組
合
中
央
会
と
の
連
携
を
強
め
て
各
地
方
へ
の
単
味
飼
料
の
供
給
を
円
滑
に
す
る
狙
い

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
を
独
立
し
た
組
織
に
し
、
養
鶏
組
合
中
央
会
と
の
連
携
を
図
り
や
す
く
す
る
必
要
が
あ

っ
（
（2
（
た
。
そ
こ
で
物
産
、
木
徳
、
舘
野
の
三
社
合
意
の
う
え
で
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
を
法
人
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
資
本
金
六
万
円
、
一
二

〇
〇
株
の
う
ち
物
産
が
六
割
、
木
徳
・
舘
野
が
そ
れ
ぞ
れ
二
割
ず
つ
で
株
式
払
込
を
行
い
、
一
九
二
九
年
十
月
に
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社

（
以
下
、
日
配
）
が
設
立
さ
れ
た
。
以
後
、
日
配
は
橋
本
房
次
を
社
長
に
、
物
産
が
原
料
供
給
と
販
売
の
総
代
理
店
を
務
め
、
木
徳
、
舘
野

が
元
売
と
な
っ
て
販
売
を
管
掌
し
、
横
浜
工
場
を
拠
点
に
配
合
飼
料
生
産
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
販
売
の
増
加
に
伴
い
生
産
拠
点
も
増
え
、

一
九
三
一
年
八
月
に
名
古
屋
工
場
が
、
十
二
月
に
は
門
司
工
場
が
設
立
さ
れ
（
（2
（
た
。
ま
た
、
一
九
三
四
年
に
は
、
物
産
大
連
支
店
敷
地
内
に
混

合
飼
料
製
造
用
の
保
税
工
場
で
あ
る
大
連
工
場
が
設
立
さ
れ
て
い
（
（2
（
る
。

な
お
、
日
配
設
立
後
、
吉
江
飼
料
は
物
産
の
傘
下
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
三
〇
年
七
月
十
六
日
の
「
穀
肥
商
品
打
合
会

議
」
に
て
、
名
古
屋
支
店
か
ら
「
吉
江
工
場
ノ
跡
ハ
直
木
（
直
木
商
店
。
引
用
者
注
）
ガ
引
受
交
渉
中
ナ
リ
。
配
合
方
法
ヲ
変
ヘ
テ
東
京
ト

同
ジ
様
ナ
モ
ノ
ヲ
作
ル
必
要
ア
リ
ト
思
フ
」
と
報
告
し
た
こ
と
に
対
し
、
業
務
課
長
か
ら
は
「
営
業
部
ト
販
売
上
競
争
ト
ナ
ラ
ヌ
様
豫
メ
打

合
セ
ヲ
要
ス
、
ナ
ル
ベ
ク
日
本
配
合
飼
料
ニ
ヤ
ラ
セ
タ
シ
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
（
（2
（
る
。
こ
の
応
答
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
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頃
に
は
吉
江
飼
料
よ
り
も
日
配
の
ほ
う
が
飼
料
取
扱
の
子
会
社
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
年
十
一
月
三
日

に
は
、
物
産
の
所
有
す
る
吉
江
飼
料
の
株
式
八
〇
〇
株
を
一
万
二
五
〇
〇
円
で
売
却
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
（
（2
（

る
。
吉
江
飼
料
は
こ
の
時
期
、

資
本
金
の
七
万
円
を
超
過
す
る
損
失
を
出
し
て
お
り
、
物
産
の
吉
江
飼
料
に
対
す
る
売
掛
金
は
三
万
二
〇
六
四
円
九
二
銭
に
上
っ
て
い
た
。

そ
の
売
掛
債
権
を
一
部
で
も
回
収
す
る
目
的
で
物
産
は
吉
江
飼
料
の
株
式
を
売
却
し
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
物
産
・
吉
江
飼
料
の
親
子
会

社
関
係
は
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
（
（3
（

る
。

一
九
三
二
年
に
は
物
産
神
戸
支
店
保
有
の
網
浜
倉
庫
内
に
保
税
工
場
を
設
置
し
、
牛
・
豚
用
の
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
の
子
会
社
で
あ
る

畜
産
配
合
飼
料
株
式
会
社
（
以
下
、
畜
産
配
合
飼
料
）
が
設
立
さ
れ
（
（3
（
た
。
畜
産
配
合
飼
料
は
そ
の
所
在
地
を
物
産
神
戸
支
店
内
に
置
い
て
お

り
、
実
質
は
神
戸
支
店
の
「
一
掛
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。
物
産
神
戸
支
店
、
木
徳
、
そ
し
て
神
戸
の
飼
料
業
者
・
直
木
商
店
が
特

約
店
と
な
っ
て
畜
産
配
合
飼
料
の
配
合
飼
料
を
販
売
し
、
原
料
供
給
は
物
産
神
戸
支
店
が
一
手
に
行
う
体
制
で
あ
っ
た
。
畜
産
配
合
飼
料
の

販
路
は
「
現
在
ノ
養
鶏
飼
料
ノ
販
売
網
ヲ
利
用
ス
ル
遣
リ
方
」
で
、
販
売
方
法
も
「
日
配
社
ノ
遣
リ
方
ト
同
様
」
と
さ
れ
て
お
り
、
日
配
の

養
鶏
飼
料
取
扱
で
成
功
し
た
モ
デ
ル
を
牛
・
豚
用
飼
料
に
ま
で
拡
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

畜
産
配
合
飼
料
は
一
九
三
五
年
十
月
末
に
、
養
鶏
飼
料
、
牛
・
豚
用
飼
料
を
一
貫
し
て
合
理
的
に
製
造
・
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

日
配
に
買
収
さ
れ
解
散
し
て
い
（
（3
（
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
畜
産
配
合
飼
料
の
工
場
、
製
品
、
販
売
網
が
す
べ
て
日
配
に
継
承
さ
れ
、
こ
こ
に
、
物

産
に
よ
る
子
会
社
を
通
じ
た
飼
料
取
扱
は
日
配
に
よ
る
製
造
・
販
売
体
制
と
し
て
統
轄
さ
れ
た
。

2　

三
井
物
産
の
子
会
社
を
通
じ
た
混
合
飼
料
・
配
合
飼
料
製
造
と
そ
の
意
義

吉
江
飼
料
で
生
産
し
て
い
た
混
合
飼
料
、
な
ら
び
に
配
合
飼
料
の
原
料
内
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
第
1
表
、
第
2
表
に
、
そ
し
て
吉
江
飼
料

が
一
ヶ
月
に
移
入
す
る
単
味
飼
料
の
数
量
・
価
額
の
見
込
を
第
3
表
に
示
し
た
。
各
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
複
数
種
類
の
混
合
飼
料
・
配
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合
飼
料
が
製
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
生
産
の
た
め
に
複
数
の
輸
入
単
味
飼
料

を
大
量
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
多
品
種
の
商
品
製
造
に
原

料
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
物
産
は
雑
穀
の
取
扱
を
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
吉

江
飼
料
設
立
の
目
的
は
物
産
の
「
販
売
網
ノ
拡
充
」
だ
が
、
吉
江
齋
治
が
従

来
有
し
て
い
た
「
地
盤
、
老
舗
、
一
切
」、
つ
ま
り
販
路
・
取
引
先
の
す
べ

て
が
吉
江
飼
料
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
（
（3
（
た
。
そ
の
う
え
で
、
混
合
飼

料
・
配
合
飼
料
の
販
売
は
吉
江
飼
料
が
「
直
接
」
行
う
か
、
物
産
名
古
屋
支

店
が
担
当
し
、
物
産
名
古
屋
支
店
を
「
経
由
ス
ル
」
場
合
、「
一
袋
ニ
付

（
時
価
約
七
円
）
五
銭
ヲ
手
数
料
ト
シ
テ
支
払
フ
」
こ
と
、
吉
江
飼
料
は
物

産
へ
「
買
付
金
担
保
ト
シ
テ
持
株
ノ
内
弐
万
円
ヲ
差
入
レ
ル
コ
ト
」（
協
議

次
第
で
担
保
金
額
は
「
増
減
」）
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
う

え
で
物
産
に
と
っ
て
吉
江
飼
料
が
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、「
当
社
（
物
産
。

引
用
者
注
）
組
織
上
入
リ
込
メ
サ
ル
中
小
養
鶏
家
ノ
実
需
ニ
直
接
ス
ル
事

（
シ
カ
モ
経
費
ヲ
カ
ケ
ス
当
社
危
険
ヲ
限
定
ス
）」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
物
産

本
体
は
飼
料
の
最
終
消
費
者
で
あ
る
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
と
直
接
取
引
を
行

う
意
図
は
な
か
っ
た
。
吉
江
飼
料
の
代
表
も
吉
江
齋
治
で
あ
り
、「
吉
江
齋

治
ノ
地
盤
、
経
験
、
手
腕
ヲfull

ニ
活
用
セ
ン
ト
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
物
産
が
自
ら
前
に
出
な
い
で
も
養
鶏
業
者
に
リ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で

出典）　次の史料をもとに筆者作成．：「名古屋ニ於テ飼料
会社設立出資ノ件」三井物産株式会社「取締役会決議
録」【物産 02042】，1928 年．

注 1　（1）から（7）までの番号は製品の区分を明確にす
るため，筆者が便宜的に割り振った．

第 1表　吉江飼料株式会社製造の混合飼料
の原料内訳

種類 原料 歩合

（1）

高粱 7

屑小麦 2

屑米 1

（2）

粟 6

挽割大麦 2

屑小麦 2

（3）

挽割玉蜀黍 7

屑小麦 2

屑米 1

種類 原料 歩合

（4）
挽割玉蜀黍 7
挽割屑豆類 3

（5）
挽割玉蜀黍 7
大豆粕 3

（6）
砕米 7
大豆粕 3

（7）

挽割玉蜀黍 6
挽割大麦 1
屑米 2
燕麦 1

第 2表　吉江飼料株式会社
の配合飼料の原料内訳

餌別 原料 歩合

粉餌
包米粉末 7
麩 2
アンペスフラワー 1

練餌
包米中割 6
玄砕米 2
挽割高粱 2

撒餌
大麦 7
包米大砕 1.5
屑米 1.5

出典）　次の史料をもとに筆者作成
「名古屋ニ於テ飼料会社設立出資
ノ件」三井物産株式会社「取締
役 会 決 議 録」【物 産 02042】，
1928 年．
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き
る
と
い
う
意
味
で
の
「
飼
料
ニ
付
今
一
歩
進
歩
シ
タ
ル
販
売
機
関
」
が
吉
江
飼
料
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

日
配
の
前
身
で
あ
る
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
で
は
、
少
な
く
と
も
一
九
二
八
年
五
月

か
ら
一
九
二
九
年
五
月
ま
で
、
次
の
第
4
表
の
配
合
飼
料
を
製
造
・
販
売
し
て
い
た
。

表
に
示
す
よ
う
に
、
配
合
飼
料
は
一
般
的
に
鶏
の
生
育
段
階
や
、
季
節
に
よ
り
鶏
が
必

要
と
す
る
栄
養
素
が
違
う
こ
と
か
ら
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応
じ
て
種
類
が
分

か
れ
て
い
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
の
場
合
も
大
き
く
分
け
て

成
鶏
用
、
中
雛
用
、
ま
た
初
生
雛
用
（
育
雛
用
）
が
あ
り
、
な
か
で
も
成
鶏
用
の
「
一

号
（N

o.1

）」
は
「
緑
餌
」、
す
な
わ
ち
蔬
菜
屑
な
ど
の
植
物
飼
料
を
別
途
給
餌
す
る

必
要
が
な
い
よ
う
に
配
合
し
た
製
品
で
あ
っ
た
。
製
品
の
容
量
は
一
二
五
斤
、
五
〇
斤
、

二
五
斤
に
分
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
一
般
家
庭
向
並
に
小
規
模
の
育
雛
並
に
成
鶏
飼

育
者
の
た
め
、
一
〇
キ
ロ
（
約
二
貫
六
百
六
十
匁
）」
の
容
量
も
揃
え
ら
れ
て
い
（
（3
（
た
。

表
中
の
単
価
は
「
飼
料
ノ
需
要
最
盛
期
」
で
あ
る
九
月
か
ら
翌
年
五
（
（3
（
月
を
除
い
た
一
九

二
八
年
六
月
、
七
月
中
の
製
品
売
上
の
記
録
か
ら
算
出
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
最
盛
期
に
お
け
る
相
場
の
高
騰
な
ど
は
反
映
し
て
い
な
い
と

み
て
よ
い
。
単
価
で
み
て
、
初
生
雛
用
、
中
雛
用
の
「
一
号
」、
成
鶏
用
の
「
一
号
」・「
四
号
」
と
中
雛
用
の
「
二
号
」
の
順
に
高
価
で
あ

っ
た
。
付
加
価
値
の
違
い
は
種
類
・
用
途
ご
と
に
成
分
を
調
整
し
配
合
す
る
た
め
に
生
じ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者

の
需
要
に
沿
っ
た
製
品
を
数
種
類
用
意
す
る
た
め
に
も
、
国
立
畜
産
試
験
場
と
連
携
し
て
知
見
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
5
表
に
は
同
時
期
の
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
の
配
合
飼
料
の
生
産
・
販
売
実
績
を
示
し
た
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
期
間
内
の
生
産

第 3表　吉江飼料株式会社が 1ヶ月に所要する原料

種類 数量（トン） 価額（円） 生産国

内国産 1,800 120,000 

外国産

玉蜀黍 2,000 126,000 南洋諸島及支那
高粱 1,600 100,000 支那
粟 300 20,000 支那
大豆粕 300 14,000 支那，満蒙
砕米 2,000 120,000 蘭貢及サイゴン
小麦 2,400 168,000 カナダ及満蒙
裸麦 300 22,500 満蒙
大麦 300 22,000 満蒙
燕麦 200 15,500 満蒙

小計 9,400 608,000 

出典）　次の史料をもとに筆写作成「名古屋ニ於テ飼料会社設立出資
ノ件」三井物産株式会社「取締役会決議録」【物産 02042】，1928 年．
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総
数
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
一
二
五
斤
入
、
五
〇
斤
入
の
容
量
よ
り
も
、
二
五

斤
入
の
容
量
の
ほ
う
が
や
や
生
産
数
量
に
対
す
る
在
庫
の
割
合
が
小
さ
い
。
こ

れ
は
、
飼
料
が
貯
蔵
可
能
な
農
業
資
材
で
あ
り
、
大
き
な
ロ
ッ
ト
ほ
ど
頻
繁
に

は
購
入
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
、
初
期
の
国
内
養
鶏
業
で
は
農
家
副

業
に
よ
る
中
小
零
細
規
模
の
養
鶏
が
大
半
で
あ
っ
（
（3
（

た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ

れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
は
株
式
会
社
化
す
る
が
、
こ
の
法
人

化
は
配
合
飼
料
製
品
の
販
売
戦
略
上
も
重
要
で
あ
っ
た
。
日
配
の
設
立
趣
意
書

に
よ
れ
ば
、
ま
ず
株
式
会
社
化
し
て
資
金
調
達
を
容
易
に
し
、
生
産
設
備
を
拡

充
す
る
こ
と
で
配
合
飼
料
の
増
産
を
実
現
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
時
代
か
ら
作
っ
て
い
た
配
合
飼
料
は
、「
効
力

ニ
至
ツ
テ
ハ
万
人
ノ
認
メ
ル
所
ナ
ル
モ
値
段
幾
分
高
キ
爲
メ
一
般
向
ト
シ
テ
ハ

安
値
品
ニ
押
サ
レ
ル
傾
向
ア
リ
」
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
（
（3
（
た
。
そ
の
た
め

物
産
は
、
従
来
の
配
合
飼
料
製
品
各
種
を
「
一
号
品
」
と
し
て
、
そ
れ
に
対
し

て
相
対
的
に
廉
価
な
「
二
号
品
」
の
製
造
・
販
売
を
企
図
し
て
い
た
。
こ
の

「
一
号
品
」「
二
号
品
」
と
い
う
等
級
の
区
別
は
先
に
示
し
た
養
鶏
飼
料
の
種
別

「
一
号
」
や
「
二
号
」
と
表
現
が
重
な
り
、
わ
か
り
に
く
い
が
、
物
産
の
史
料

で
は
「
一
号
品
」
が
「
最
上
」、「
二
号
品
」
が
「
並
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
合

第 4表　日本配合飼料研究所が生産した配合飼料の種類（1928 年 12 月～
1929 年 5 月）

用途 種類 水分 灰分 粗脂
肪

粗蛋‌
白質

炭水‌
化物

単価

125
斤

50
斤

25
斤

成鶏用

一号（No.1）
（緑餌不要） 11.895  6.903  3.398  18.765  59.039  7.15  3.04  1.57 

二号（No.2） 11.820 8.083  3.310 19.050 57.737  7.10 3.02 1.56 
三号（No.3） 11.995  8.188  3.683  18.380 57.754  7.05  3.00 1.55 
四号（No.4）
（撒き餌粒） 12.425  1.443  3.593  11.487  71.052 7.15  3.04  1.57 

中雛用
一号（No.1） 11.665  8.505  4.065  21.476  54.289  7.20 3.06  1.58 
二号（No.2） 11.970 8.315  3.425  20.335  55.955  7.15  3.04  1.57 

初生雛用（育雛幼雛用） 11.635  8.480 5.490 18.337  56.058  7.40 3.15  1.70 

出典）　次の参考文献および史料をもとに筆者作成．：飼料の研究社編『日配 35 年史』日本配合飼
料株式会社，1964 年，32 頁／「養鶏飼料製造販売会社設立並当社出資ノ件」三井物産株式会社
「取締役会決議録」【物産 02045】，1929 年．
注 1　単価については 1928 年 6 月，7月中の製品売上の記録から算出している．
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い
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
の
第
6
表
に
、
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
時
代
か
ら
製
造
し

て
い
た
製
品
で
あ
る
「
一
号
品
」
と
、
日
配
の
設
立
に
よ
り
製
造
を
計
画
し
て
い
る

「
二
号
品
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
要
原
料
を
示
し
た
。「
二
号
品
」
の
販
売
単
価

は
、
あ
く
ま
で
計
画
段
階
な
が
ら
、
四
円
九
五
銭
と
従
来
品
よ
り
も
大
幅
に
安
く
設
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
二
号
品
」
は
「
一
号
品
」
に
比
べ
て
玉
蜀
黍
、

高
粱
、
小
麦
（
飼
料
小
麦
）
な
ど
の
輸
入
の
単
味
飼
料
の
使
用
量
が
少
な
く
、
糠
、
麩

な
ど
国
内
で
供
給
可
能
な
原
料
を
豊
富
に
使
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
原
料
面
で
も
コ
ス

ト
の
削
減
を
図
り
、「
効
力
ノ
大
差
ナ
キ
格
安
品
」
と
し
て
計
画
さ
れ
た
製
品
が
「
二

号
品
」
で
あ
っ
た
。「
二
号
品
」
が
実
際
に
こ
の
計
画
の
内
容
通
り
に
製
造
・
販
売
さ

れ
た
か
は
、
そ
の
後
の
日
配
の
製
造
・
販
売
を
明
ら
か
に
で
き
る
史
料
が
な
い
た
め
不

明
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
物
産
は
廉
価
品
を
用
意
す
る
こ
と
で
従
来
の
高
付
加
価

値
品
も
含
め
た
販
売
促
進
を
狙
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
複
数
の
製
品
を
製
造
で
き
る
体

制
を
整
え
る
た
め
に
も
、
日
配
の
設
立
に
よ
る
資
金
調
達
の
容
易
化
と
設
備
投
資
が
重

要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

物
産
が
子
会
社
を
設
立
し
て
配
合
飼
料
の
取
扱
に
進
出
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
子
会
社
へ
の
単
味
飼
料
の
販
売
を
通
じ
て
雑
穀
取
扱
を
拡
大
で

き
る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
物
産
は
、
た
と
え

ば
日
配
と
そ
の
元
売
の
木
徳
・
舘
野
が
地
方
の
飼
料
業
者
へ
販
売
す
る
配
合
飼
料
そ
の

第 5表　日本配合飼料研究所の配合飼料生産実績（1928 年 12 月～1929 年	5  月）

容量 125 斤（75 kg） 50 斤（30 kg） 25 斤（15 kg）

用途 種類
数量（袋） 金額 数量（袋） 金額 数量（袋） 金額

生産 販売 在庫 売上 残高 生産 販売 在庫 売上 残高 生産 販売 在庫 売上 残高

成鶏用

一号（No.1）（緑餌不要） 4,768  4,737  31 33,604.05  221.65  1,967  1,924  43  5,806.72 130.72 496  496  ― 774.62 ―
二号（No.2） 2,430 2,359  71 16,681.10 503.65  1,029  1,014  10 3,050.72 40.30 163  145  18  225.36  28.08 
三号（No.3） 2,391 2,205  186  15,545.25  1,311.30 1,411 1,299  112 3,897.00 336.00 183  181 2 280.55  3.10 
四号（No.4）（撒き餌粒） 972 966  6  6,837.00 42.30 920 899  21 2,718.68  63.84  63  63  ― 98.57  ―

中雛用
一号（No.1） 1,557  1,527  30 10,898.55  211.50 770 732 38  2,224.86  116.28  335  299  36  469.21 56.88 
二号（No.2） 1,053  1,013  40 7,202.55  282.00 706  660 46  1,996.88  139.84  351 349  2 546.57  3.14 

初生雛用（育雛幼雛用） 3,513  3,483  30 25,417.80 216.00 2,584  2,562 22 7,980.60 69.30 1,045  1,044  1 1,750.20 1.70 

数量・金額計 16,684  16,290 394  116,186.30 2,788.40 9,387  9,090 292 27,675.46  896.28  2,636  2,577  59  4,145.08  92.90 

出典）　次の参考文献および史料をもとに筆者作成．：飼料の研究社編『日配 35 年史』日本配合飼 料株式会社，1964 年，32 頁／「養鶏飼料製造販売会社設立並当社出資ノ件」三井物産株式会社「取締　役‌
　会決　議録」【物産 02045】，1929 年．
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も
の
の
売
上
増
加
よ
り
も
、
そ

の
配
合
飼
料
と
あ
わ
せ
て
地
方

の
飼
料
業
者
へ
単
味
飼
料
が
販

売
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
地
方
へ

の
出
荷
が
効
率
化
さ
れ
て
単
味

飼
料
の
売
上
が
増
加
す
る
こ
と

を
こ
そ
重
視
し
て
い
た
。
日
配

設
立
の
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、

「
原
料
品
（
単
味
飼
料
。
引
用

者
注
）
ノ
売
行
ハ
完
全
飼
料

（
配
合
飼
料
。
引
用
者
注
）
ニ

数
倍
ス
。
地
方
ヨ
リ
ハ
大
部
分

製
品
原
料
ト
積
合
セ
ニ
テ
注
文

ア
ル
故
、
製
品
売
行
ノ
増
加
ハ

自
然
原
料
ノ
注
文
高
増
加
ヲ
来

シ
、
飼
料
原
料
商
売
上
、
仕
入

販
売
両
店
共
有
勢
ト
ナ
リ
、
利

益
金
モ
増
加
ス
ベ
シ
」
と
し
て

第 5表　日本配合飼料研究所の配合飼料生産実績（1928 年 12 月～1929 年	5  月）

容量 125 斤（75 kg） 50 斤（30 kg） 25 斤（15 kg）

用途 種類
数量（袋） 金額 数量（袋） 金額 数量（袋） 金額

生産 販売 在庫 売上 残高 生産 販売 在庫 売上 残高 生産 販売 在庫 売上 残高

成鶏用

一号（No.1）（緑餌不要） 4,768  4,737  31 33,604.05  221.65  1,967  1,924  43  5,806.72 130.72 496  496  ― 774.62 ―
二号（No.2） 2,430 2,359  71 16,681.10 503.65  1,029  1,014  10 3,050.72 40.30 163  145  18  225.36  28.08 
三号（No.3） 2,391 2,205  186  15,545.25  1,311.30 1,411 1,299  112 3,897.00 336.00 183  181 2 280.55  3.10 
四号（No.4）（撒き餌粒） 972 966  6  6,837.00 42.30 920 899  21 2,718.68  63.84  63  63  ― 98.57  ―

中雛用
一号（No.1） 1,557  1,527  30 10,898.55  211.50 770 732 38  2,224.86  116.28  335  299  36  469.21 56.88 
二号（No.2） 1,053  1,013  40 7,202.55  282.00 706  660 46  1,996.88  139.84  351 349  2 546.57  3.14 

初生雛用（育雛幼雛用） 3,513  3,483  30 25,417.80 216.00 2,584  2,562 22 7,980.60 69.30 1,045  1,044  1 1,750.20 1.70 

数量・金額計 16,684  16,290 394  116,186.30 2,788.40 9,387  9,090 292 27,675.46  896.28  2,636  2,577  59  4,145.08  92.90 

出典）　次の参考文献および史料をもとに筆者作成．：飼料の研究社編『日配 35 年史』日本配合飼 料株式会社，1964 年，32 頁／「養鶏飼料製造販売会社設立並当社出資ノ件」三井物産株式会社「取締　役‌
　会決　議録」【物産 02045】，1929 年．

第 6表　配合飼料「一号品」と「ニ号品」の所要原料

一号品（従来品）‌
単価：125 斤 7. 05～7. 4 円‌
（0. 056～0. 059 円/1 斤）

二号品（廉価品）‌
単価：100 斤 4. 95 円‌
（0. 049 円/1 斤）

原料 1ヶ月所要量（トン） 割合 1ヶ月所要量（トン） 割合

豆粕 69 13. 8% 140 28. 0%
糠 9 1. 8% 130 26. 0%
麩 21 4. 2% 115 23. 0%
玉蜀黍 174 34. 8% 25 5. 0%
高粱 68 13. 6% 50 10. 0%
小麦 111 22. 2% 25 5. 0%
塩類 20 4. 0% 15 3. 0%
魚粕 28 5. 6% 0 ―

計 500 100% 500 100%

出典）　次の史料をもとに筆者作成．：「養鶏飼料製造販売会社設立並当社出資ノ
件」三井物産株式会社「取締役会決議録」【物産 02045】，1929 年．
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い
（
（3
（
る
。
事
実
、
日
配
で
は
配
合
飼
料
の
生
産
・
販
売
に
と
ど
ま

ら
ず
、「
穀
類
及
飼
料
原
料
ノ
売
買
」
も
そ
の
業
務
と
し
て
い

た
。
中
核
の
配
合
飼
料
関
係
の
業
務
に
つ
い
て
も
「
飼
料
ノ
配

合
及
配
合
飼
料
ノ
売
買
」、
つ
ま
り
賃
搗
も
行
っ
て
お
り
、「
賃

搗
収
入
」
と
し
て
年
間
二
〇
一
六
円
の
収
入
見
込
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
畜
産
配
合
飼
料
に
つ
い
て
も
同
様
で
、「
外
ニ
飼
料

原
料
商
売
助
長
ニ
ヨ
ル
利
益
／
附
、
特
ニ
コ
ノ
（
牛
・
豚
用
配

合
飼
料
。
引
用
者
注
）
ニ
ハ
植
物
粕
類
多
キ
ガ
故
ニ
新
会
社
ハ

肥
料
取
扱
免
許
ヲ
得
テ
置
ク
」
と
し
て
い
（
（3
（
た
。
第
7
表
に
は
畜

産
配
合
飼
料
の
牛
・
豚
用
配
合
飼
料
に
つ
い
て
、
同
社
の
設
立

趣
意
書
に
あ
る
一
ヶ
月
の
所
要
原
料
お
よ
び
製
品
単
価
の
見
込

を
示
し
た
。
牛
・
豚
用
配
合
飼
料
に
つ
い
て
も
複
数
の
単
味
飼

料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
そ
の
内
訳
に
は
大

豆
粕
や
落
花
生
粕
な
ど
肥
料
に
転
用
可
能
な
植
物
粕
類
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
原
料
そ
の
も
の
を
肥
料
と
し
て
地
方
へ
売
り
込
む
こ
と
も
畜
産
配
合
飼
料
設
立
の
大
き
な
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
定
款
の
案
に

は
「
穀
類
並
飼
料
原
料
ノ
売
買
」
が
事
業
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
肥
料
取
扱
免
許
を
取
得
し
次
第
、「
肥
料
ノ
製
造
、
輸
入
、

移
入
及
売
買
」
も
事
業
に
加
え
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
物
産
に
よ
る
飼
料
関
連
子
会
社
の
設
立
は
、
そ
こ
で
の
配
合

飼
料
製
造
に
対
す
る
原
料
供
給
と
、
子
会
社
を
通
じ
た
地
方
の
飼
料
業
者
へ
の
単
味
飼
料
供
給
を
通
じ
て
、
飼
料
、
ま
た
肥
料
を
も
含
む
雑

第 7表　畜産配合飼料株式会社の牛・豚用配合飼料の 1ヶ
月所要原料と製品単価の見込

用途 牛用（単価：55. 44 円/トン）

原料 1ヶ月所要量（トン） 工場着値 総額

大豆粕 300 48. 72 14, 616. 00 
落花生粕 234  52. 08  12, 186. 72 
玉蜀黍 364  50. 40 18, 345. 60 
米糠 156  26. 80 4, 180. 80 
菜種粕 52 41. 16  2, 140. 32 
肝油粕 52 67. 20 3, 494. 40 
麻実粕 26  43. 68  1, 135. 68 
高粱 39  44. 18  1, 723. 02 
モラスキット 26  42. 00 1, 092. 00 
胡麻粕 26  58. 80 1, 528. 80 
鰯粕 13  42. 00 546. 00 
骨粉及塩 39  60. 00 2, 340. 00 

計 1, 327  63, 329. 34 

用途 豚用（単価：40. 32 円/トン）

原料 1ヶ月所要量（トン） 工場着値 総額

牛用と共通各品（計） 100 3, 696. 00 

出典）　次の史料をもとに筆者作成．：「牛豚用，配合飼料，製造会社設立ノ
件」三井物産株式会社「取締役会決議録」【物産 02051】，1931〜1932 年．
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穀
取
扱
全
体
を
拡
大
す
る
こ
と
を
こ
そ
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
物
産
は
「
資
本
金
六
万
円
位
ニ
テ
鶏
卵
及
飼
料
原
料
ノ
取
扱

高
増
加
シ
、
尚
ホ
製
品
（
配
合
飼
料
。
引
用
者
注
）
ヨ
リ
モ
相
当
利
益
ヲ
挙
ゲ
得
ル
事
故
、
当
社
単
独
ニ
テ
創
立
ス
ル
方
利
益
ナ
ル
モ
」
と

ま
で
述
べ
て
お
り
、
子
会
社
を
通
じ
た
単
味
飼
料
販
売
に
高
い
利
益
を
見
込
ん
で
い
（
（4
（

た
。

（
1
）　
三
井
物
産
株
式
会
社
「
第
九
回
支
店
長
会
議
議
事
録
」【
物
産
〇
〇
一
九
八
―
九
】、
一
九
二
六
、
四
頁
。

（
2
）　
三
井
物
産
株
式
会
社
業
務
課
「
昭
和
五
年
下
半
期
　
業
務
総
誌
」【
物
産
〇
二
六
七
三
―
一
〇
】、
一
九
三
〇
、
四
六
～
四
七
頁
。

（
3
）　
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
　
本
編
　
第
三
巻
中
』
三
井
文
庫
、
一
九
九
四
、
三
〇
一
頁
、
三
〇
五
頁
／
前
掲
、
春
日
、
三
三
三
頁
。

（
4
）　
以
下
、「
名
古
屋
ニ
於
テ
飼
料
会
社
設
立
出
資
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
取
締
役
会
決
議
録
」【
物
産
〇
二
〇
四
二
】、
一
九
二
八
。

（
5
）　
大
蔵
省
編
『
明
治
大
正
財
政
史
』
第
八
巻
、
経
済
往
来
社
、
一
九
五
九
、
四
五
六
頁
。

（
6
）　
沢
田
収
二
郎
『
日
本
の
飼
料
経
済
構
造
』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
四
、
九
三
―
一
一
〇
頁
。

（
7
）　
三
菱
商
事
株
式
会
社
編
『
立
業
貿
易
録
』（
社
史
で
見
る
日
本
経
済
史 

第
三
四
巻
）、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
、
三
一
七
頁
。

（
8
）　
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
、
二
三
～
二
七
頁
。

（
9
）　
前
掲
、「
名
古
屋
ニ
於
テ
飼
料
会
社
設
立
出
資
ノ
件
」。

（
10
）　
前
掲
、
沢
田
、
一
〇
三
頁
。

（
11
）　
前
掲
、
大
蔵
省
編
、
四
六
六
頁
。

（
12
）　
小
林
行
昌
『
倉
庫
論
』
巌
松
堂
書
店
、
一
九
二
七
、
三
三
三
～
三
七
七
頁
。

（
13
）　
前
掲
、
小
林
、
三
三
三
～
三
七
七
頁
／
神
戸
商
工
會
議
所
『
保
税
工
場
の
利
用
に
就
て
』
神
戸
商
工
會
議
所
、
一
九
三
八
、
一
～
二
五
頁
。

（
14
）　
以
下
、
前
掲
、「
名
古
屋
ニ
於
テ
飼
料
会
社
設
立
出
資
ノ
件
」。

（
15
）　
以
下
、
前
掲
、「
名
古
屋
ニ
於
テ
飼
料
会
社
設
立
出
資
ノ
件
」。

（
16
）　「
穀
物
に
魚
粉
や
貝
殻
な
ど
二
～
三
種
の
原
料
を
数
％
混
ぜ
た
も
の
で
、
免
税
措
置
の
と
ら
れ
て
い
る
輸
入
原
料
を
、
飼
料
以
外
の
目
的
に
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使
用
で
き
な
い
よ
う
人
為
的
に
加
工
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
高
山
幸
英
「
飼
料
工
業
と
粉
体
工
学
」『
粉
体
工
学
会
誌
』
第
一
五
巻
第
六
号
、

一
九
七
八
、
三
四
七
～
三
六
九
頁
。

（
17
）　「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
取
締
役
会
決
議
録
」【
物
産
〇
二
〇
四
五
】、
一
九
二
九
。

（
18
）　
既
述
の
よ
う
に
飼
料
小
麦
な
ど
は
食
品
原
料
に
転
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
た
め
、
飼
料
小
麦
と
し
て
の
輸
入
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

小
麦
の
品
質
が
一
つ
の
基
準
と
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
飼
料
小
麦
の
品
質
は
容
積
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
七
三
五
グ
ラ
ム
以
下
、
そ
れ
に
含
有

さ
れ
る
「
完
全
粒
」
の
重
量
は
一
三
％
以
下
で
な
け
れ
ば
輸
入
で
き
な
く
な
っ
た
。
前
掲
、
沢
田
、
一
〇
三
頁
。

（
19
）　
以
下
、
前
掲
「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」
／
細
川
善
麿
「
飼
料
工
業
育
て
の
親
／
橋
本
房
次
」『
物
語
配
合
飼
料

史 

日
本
的
畜
産
の
追
求
』
チ
ク
サ
ン
出
版
社
、
一
九
八
二
、
五
四
～
五
五
頁
。

（
20
）　
以
下
、
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
、
二
八
～
二
九
頁
。

（
21
）　
以
下
、
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。

（
22
）　
三
菱
商
事
は
一
九
三
一
年
十
二
月
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
雑
穀
飼
料
問
屋
・
合
名
会
社
伊
藤
和
四
五
郎
商
店
と
提
携
し
、
同
社
の
配
合
飼
料

製
品
に
「
三
菱
」
の
商
標
を
付
し
て
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。
な
お
、
国
立
畜
産
試
験
場
の
鈴
木
幸
三
は
当
初
、
自
分
た
ち
の
配
合
飼
料
研
究

を
三
菱
商
事
に
持
ち
込
み
、
企
業
家
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
。
こ
れ
は
三
菱
商
事
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
元
社
員
で
、
雑
誌
『
鶏
の
研

究
』
に
関
わ
っ
て
い
た
辻
純
一
郎
と
鈴
木
幸
三
と
が
懇
意
で
あ
っ
た
た
め
で
、
そ
の
伝
手
を
頼
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
折
に

物
産
本
店
業
務
課
の
山
内
勝
巳
と
東
京
本
社
の
篠
田
善
次
郎
が
国
立
畜
産
試
験
場
に
配
合
飼
料
研
究
の
企
業
家
を
打
診
し
て
き
た
た
め
、
結
果

と
し
て
物
産
が
そ
の
企
業
化
を
実
現
し
、
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

前
掲
、
細
川
「
飼
料
工
業
育
て
の
親
／

橋
本
房
次
」、
六
一
頁
。
／
前
掲
、
小
杉
、
一
〇
五
頁
、
一
一
九
頁
。

（
23
）　
以
下
、
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。

（
24
）　
以
下
、
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。

（
25
）　
以
下
、
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。

（
26
）　
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
、
三
四
～
三
六
頁
、
五
九
～
七
五
頁
、
七
九
頁
。
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（
27
）　「
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
株
式
譲
渡
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
四
】、
一
九
三
四
／「
混
合
飼
料
工
場
建
物

並
倉
庫
新
設
費
追
加
申
請
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
四
】、
一
九
三
四
／「
混
合
飼
料
工
場
建
物
並
倉
庫
新
設

費
追
加
申
請
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
四
】、
一
九
三
四
／「
混
合
飼
料
工
場
建
物
及
倉
庫
新
設
費
追
加
申
請

ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
六
】、
一
九
三
四
。

（
28
）　
三
井
物
産
株
式
会
社
「
穀
肥
商
品
打
合
会
議
報
告
」【
物
産
調
査
〇
〇
一
〇
六
―
一
二
五
】、
一
九
三
〇
。

（
29
）　
以
下
、「
吉
江
飼
料
株
式
会
社
当
社
持
株
八
百
株
（
四
万
円
払
込
済
）
譲
渡
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
八
六
】、

一
九
三
〇
。

（
30
）　
実
態
と
し
て
、
日
配
設
立
後
は
、
物
産
の
配
合
飼
料
製
造
・
販
売
に
関
し
て
吉
江
飼
料
株
式
会
社
の
名
前
は
史
料
に
あ
ま
り
現
れ
な
く
な
る

が
、
一
九
三
三
年
、
一
九
三
四
年
に
物
産
名
古
屋
支
店
と
の
取
引
も
確
認
で
き
て
お
り
、
取
引
関
係
自
体
は
継
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
三

井
物
産
名
古
屋
支
店
『
昭
和
七
年
下
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
二
／
同
『
昭
和
八
年
上
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
三
／
同
『
昭
和
八
年
下
期
　
考

課
状
』、
一
九
三
三
／
同
『
昭
和
九
年
上
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
四
／
同
『
昭
和
九
年
下
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
四
／
同
『
昭
和
拾
年
上
期   

考
課
状
』、
一
九
三
五
／
同
『
昭
和
拾
年
下
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
五
／
同
『
昭
和
十
一
年
上
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
六
／
同
『
昭
和
十
一

年
下
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
六
／
同
『
昭
和
十
二
年
上
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
七
／
同
『
昭
和
十
二
年
下
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
七
／
同

『
昭
和
十
三
年
上
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
八
／
同
『
昭
和
十
三
年
下
期
　
考
課
状
』、
一
九
三
八
／
い
ず
れ
も
個
人
蔵
）。
そ
の
後
、
一
九
三
七

年
に
は
、
吉
江
飼
料
は
物
産
の
競
合
で
あ
る
三
菱
商
事
か
ら
玉
蜀
黍
を
仕
入
れ
て
い
る
（
前
掲
、
小
杉
、
一
三
四
頁
）。

（
31
）　
以
下
、「
牛
豚
用
、
配
合
飼
料
、
製
造
会
社
設
立
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
取
締
役
会
決
議
録
」【
物
産
〇
二
〇
五
一
】、
一
九
三
一
～

一
九
三
二
。

（
32
）　「
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
ニ
於
テ
畜
産
配
合
飼
料
株
式
会
社
ノ
資
産
営
業
権
等
全
部
買
収
方
承
認
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議

綴
」【
物
産
〇
二
四
〇
〇
】、
一
九
三
五
／「
神
戸
支
店
対
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
引
合
店
勘
定
開
設
並
ニ
各
店
対
仝
社
十
一
年
度
貸
越
限
度

ノ
事
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
四
〇
一
】、
一
九
三
六
。

（
33
）　
以
下
、
前
掲
、「
名
古
屋
ニ
於
テ
飼
料
会
社
設
立
出
資
ノ
件
」。
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（
34
）　
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
、
三
〇
頁
。

（
35
）　
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。

（
36
）　
前
掲
、
小
杉
、
九
八
～
一
〇
〇
頁
。

（
37
）　
以
下
、
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。

（
38
）　
以
下
、
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。
一
部
、
句
読
点
を
筆
者
で
補
っ
た
。

（
39
）　
以
下
、
前
掲
、「
牛
豚
用
、
配
合
飼
料
、
製
造
会
社
設
立
ノ
件
」。

（
40
）　
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。
一
部
、
句
読
点
を
筆
者
で
補
っ
た
。

二
　
三
井
物
産
と
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
に
よ
る
鶏
卵
・
飼
料
取
引
の
構
造

物
産
と
子
会
社
・
日
配
に
よ
る
養
鶏
飼
料
取
引
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
場
合
、
飼
料
の
研
究
社
編
（
一
九
六
四
）
な
ど
配
合
飼
料
製
造
・

販
売
の
側
に
立
っ
た
先
行
研
究
で
は
、
地
方
の
問
屋
を
特
約
店
化
し
て
流
通
の
系
列
化
を
図
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に
は
需
要
者
で

あ
る
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
を
直
接
訪
問
し
、
販
売
を
実
現
し
て
い
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
き
（
（
（
た
。
一
方
で
、
春
日
（
二
〇
一
〇
）
や
三
井

文
庫
編
（
一
九
九
四
）
な
ど
物
産
側
に
立
っ
た
先
行
研
（
（
（
究
で
は
、
物
産
が
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
を
結
ん
だ
組
合
・
農
会
を
介
し
て
日
配
が
飼

料
を
需
要
者
へ
と
供
給
す
る
と
い
う
流
通
経
路
の
構
築
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
い
ず
れ
の
側
面
も
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

物
産
と
日
配
、
そ
し
て
共
同
出
資
者
・
元
売
と
し
て
協
力
し
て
い
た
木
徳
・
舘
野
と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
経
路
が
ど
の
よ
う
に
構
築

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
や
や
整
理
が
曖
昧
な
ま
ま
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
、
日
配
に
よ
る
配
合
飼
料
販
売
に
お
け
る
特
約
店

網
形
成
と
、
物
産
に
よ
る
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
と
の
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
構
造
で
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成
り
立
ち
、
相
互
に
関
連
し
て
い
た
か
を
具
体
的
に
整
理
し
、
明
確
に
す
る
。

1　

日
配
と
元
売
に
よ
る
特
約
店
網
形
成

日
配
の
配
合
飼
料
の
販
売
は
、
元
売
の
木
徳
・
舘
野
と
日
配
本
体
に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、
日
本
配
合
飼
料
研
究
所
時
代
の
一
九
二
九
年
十

月
末
に
、
販
路
と
し
て
木
徳
は
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
山
形
、
秋
田
、
岩
手
、
宮
城
、
長
野
、
新
潟
を
、
舘
野
は
神
奈
川
、
群
馬
、
栃
木
、

茨
城
、
福
島
、
青
森
、
山
梨
、
静
岡
の
各
府
県
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
（
（
（
た
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
八
月
に
日
配
の
名
古
屋

工
場
が
設
立
さ
れ
る
と
、
名
古
屋
工
場
を
中
心
と
し
た
販
路
は
舘
野
の
名
古
屋
支
店
が
愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
岐
阜
、
静
岡
の
、
木
徳
の
神

戸
支
店
が
兵
庫
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
島
根
、
鳥
取
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、
中
国
、
四
国
全
域
の
、
そ
し
て
物
産
石
炭
部
の
取
引
先
で

あ
っ
た
大
阪
の
石
炭
問
屋
・
宗
像
商
会
が
京
都
、
大
阪
、
和
歌
山
の
売
捌
元
と
な
り
、
各
府
県
で
特
約
店
網
を
形
成
し
た
。
一
九
三
一
年
十

二
月
に
は
日
配
の
門
司
工
場
が
建
設
さ
れ
、
九
州
地
方
で
米
、
雑
穀
、
麦
粉
の
取
引
先
を
築
い
て
い
た
木
徳
の
九
州
支
店
、
お
よ
び
同
社
の

熊
本
出
張
所
、
鹿
児
島
出
張
所
が
九
州
一
帯
の
販
売
活
動
を
展
開
し
た
。

以
上
を
踏
ま
え
て
第
8
表
に
、
一
九
二
九
年
十
月
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
配
の
各
元
売
が
開
拓
し
た
特
約
店
網
を
一
覧
化

し
た
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
特
約
店
は
飼
料
業
者
・
肥
料
業
者
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
木
徳
の
特
約
店
で
あ
る
佐
藤
宝
海
（
秋
田

県
）、
室
賀
利
一
（
群
馬
県
）、
浦
上
丑
太
郎
（
長
野
県
）
な
ど
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
や
、
細
川
勇
養
鶏
場
（
徳
島
県
）、
秀
島
農
園
孵
化

場
（
長
崎
県
）、
舘
野
の
特
約
店
の
丸
吉
農
場
（
岐
阜
県
）、
そ
し
て
宗
像
商
会
の
特
約
店
で
あ
る
一
谷
養
鶏
場
、
愛
国
農
園
、
辻
農
園
な
ど

の
養
鶏
場
・
農
場
も
特
約
店
と
な
っ
て
い
た
。
磯
村
合
名
会
社
（
宮
崎
県
）
の
よ
う
に
傘
下
に
養
鶏
場
を
持
っ
て
い
た
事
業
者
も
確
認
で
き

る
。
さ
ら
に
、
中
越
養
鶏
組
合
連
合
会
（
新
潟
県
）、
尾
北
種
禽
連
合
会
（
愛
知
県
）、
小
垣
江
組
合
（
愛
知
県
）、
土
岐
津
購
買
組
合
（
岐

阜
県
）、
甲
賀
郡
農
会
（
滋
賀
県
）、
大
阪
府
養
鶏
組
合
、
綾
部
購
買
組
合
（
京
都
）、
那
珂
郡
農
会
（
徳
島
県
）
な
ど
の
養
鶏
組
合
・
農
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第
8
表
　
1929

年
10
月
か
ら
1930

年
代
に
か
け
て
の
各
地
域
・
元
売
ご
と
の
特
約
店
網

地
域

元
売
（
販
売
担
当
）

道
府
県

特
約
店

備
考

北海道

三
井
物
産

小
樽
支
店

北
海
道

丹
波
屋
商
店

「
飼
料
商
店
と
し
て
道
内
一
」（
99
頁
）．
も
と
も
と
三
菱
養
鶏
飼
料
の
特
約
店
．
1937

年
に
日
配
養
鶏
飼
料
の
特
約
店
．

木
村
徳
兵
衛
商
店

北
海
道

星
商
店

共
成
株
式
会
社

福
井
清
兵
衛
商
店

東北

木
村
徳
兵
衛
商
店

山
形
県

坂
野
商
店

後
藤
源
四
郎
商
店

高
橋
本
蔵
商
店

鹿
野
金
弥
商
店

森
長
治
商
店

村
山
栄
治
商
店

秋
田
県

藤
田
久
治
商
店

大
里
恒
三
商
店

佐
藤
宝
海

平
賀
養
鶏
組
合
組
合
長
．
住
職
．

岩
手
県

菊
池
商
店

岩
手
商
店

宮
城
県

㊄
会
社

芦
立
菊
治
商
店

渡
兵
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

青
森
県

奈
良
岡
辰
三
商
店

対
馬
文
治

関東
木
村
徳
兵
衛
商
店

東
京

市
川
商
店
（
市
川
賞
澄
）

篠
崎
商
店
（
篠
崎
庄
治
）

海
保
商
店
（
海
保
政
五
郎
・
嗣
子
登
）

関東

木
村
徳
兵
衛
商
店

東
京

宮
伝
商
店
（
宮
崎
エ
ト
）

朝
日
屋
（
鈴
木
魯
一
）

古
谷
商
店
（
古
谷
武
徳
）

清
水
保
貴
商
店

並
木
竹
松
商
店

千
葉
県

島
津
重
助
商
店

森
川
要
商
店

宮
崎
商
店
（
宮
崎
耕
作
）

山
下
屋
植
松
商
店

久
留
里
屋
（
岩
瀬
善
太
郎
）

渡
辺
七
郎
商
店

米
惣
商
店
（
山
崎
乙
二
）

さ
の
や
（
橋
本
地
三
郎
）

石
橋
良
治
商
店

山
下
嘉
兵
衛
商
店

埼
玉
県

日
向
文
三

小
峯
岩
吉

都
築
清
次
郎

平
賀
信
次
郎
商
店

小
島
兼
吉
商
店

岸
田
屋
商
店

横
川
忠
三
郎
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

茨
城
県

荒
井
清
太
郎
商
店

後
に
荒
井
源
太
郎
商
店
に
改
名

荒
井
為
之
助
商
店

大
本
二
助
商
店

森
戸
忠
一
商
店

宮
崎
忠
七
商
店
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第
8
表
　
1929

年
10
月
か
ら
1930

年
代
に
か
け
て
の
各
地
域
・
元
売
ご
と
の
特
約
店
網

地
域

元
売
（
販
売
担
当
）

道
府
県

特
約
店

備
考

北海道

三
井
物
産

小
樽
支
店

北
海
道

丹
波
屋
商
店

「
飼
料
商
店
と
し
て
道
内
一
」（
99
頁
）．
も
と
も
と
三
菱
養
鶏
飼
料
の
特
約
店
．
1937

年
に
日
配
養
鶏
飼
料
の
特
約
店
．

木
村
徳
兵
衛
商
店

北
海
道

星
商
店

共
成
株
式
会
社

福
井
清
兵
衛
商
店

東北

木
村
徳
兵
衛
商
店

山
形
県

坂
野
商
店

後
藤
源
四
郎
商
店

高
橋
本
蔵
商
店

鹿
野
金
弥
商
店

森
長
治
商
店

村
山
栄
治
商
店

秋
田
県

藤
田
久
治
商
店

大
里
恒
三
商
店

佐
藤
宝
海

平
賀
養
鶏
組
合
組
合
長
．
住
職
．

岩
手
県

菊
池
商
店

岩
手
商
店

宮
城
県

㊄
会
社

芦
立
菊
治
商
店

渡
兵
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

青
森
県

奈
良
岡
辰
三
商
店

対
馬
文
治

関東
木
村
徳
兵
衛
商
店

東
京

市
川
商
店
（
市
川
賞
澄
）

篠
崎
商
店
（
篠
崎
庄
治
）

海
保
商
店
（
海
保
政
五
郎
・
嗣
子
登
）

関東

木
村
徳
兵
衛
商
店

東
京

宮
伝
商
店
（
宮
崎
エ
ト
）

朝
日
屋
（
鈴
木
魯
一
）

古
谷
商
店
（
古
谷
武
徳
）

清
水
保
貴
商
店

並
木
竹
松
商
店

千
葉
県

島
津
重
助
商
店

森
川
要
商
店

宮
崎
商
店
（
宮
崎
耕
作
）

山
下
屋
植
松
商
店

久
留
里
屋
（
岩
瀬
善
太
郎
）

渡
辺
七
郎
商
店

米
惣
商
店
（
山
崎
乙
二
）

さ
の
や
（
橋
本
地
三
郎
）

石
橋
良
治
商
店

山
下
嘉
兵
衛
商
店

埼
玉
県

日
向
文
三

小
峯
岩
吉

都
築
清
次
郎

平
賀
信
次
郎
商
店

小
島
兼
吉
商
店

岸
田
屋
商
店

横
川
忠
三
郎
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

茨
城
県

荒
井
清
太
郎
商
店

後
に
荒
井
源
太
郎
商
店
に
改
名

荒
井
為
之
助
商
店

大
本
二
助
商
店

森
戸
忠
一
商
店

宮
崎
忠
七
商
店
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地
域

元
売
（
販
売
担
当
）

道
府
県

特
約
店

備
考

関東
舘
野
栄
吉
商
店

茨
城
県

北
村
翠
商
店

群
馬
県

栗
原
釖
次
商
店

麦
粉
，
雑
穀
商
．

室
賀
利
一

邑
楽
郡
農
会
技
師
．
孵
卵
・
育
雛
業
，
鶏
卵
販
売
．

森
田
牧
三
郎
商
店

田
辺
栄
太
郎
商
店

松
原
庫
太
郎
商
店

岸
栄
治
商
店

木
戸
邦
一
郎
商
店

峯
村
市
郎
商
店

田
角
孫
一
郎
商
店

米
庄
商
店

谷
田
川
佐
平
商
店

栃
木
県

小
菅
彦
四
郎
商
店

篠
原
久
兵
衛
商
店

さ
さ
や
田
中
平
次
郎
商
店

福
島
県

菅
本
庄
治
商
店

川
口
忠
八
商
店

小
山
常
八
商
店

五
十
嵐
泰
治
商
店

日
光
屋
松
田
商
店

鈴
木
進
商
店

神
奈
川
県

鈴
木
作
助
商
店

奥
津
彦
兵
衛

溝
呂
木
所
左
衛
門
商
店

田
中
惣
吉
商
店

江
成
商
店

中部

木
村
徳
兵
衛
商
店

長
野
県

岡
村
定
商
店

浦
上
丑
太
郎

養
鶏
家
・
孵
化
業
者
．

武
居
善
重
商
店

養
鶏
家
．

島
田
園
一
郎
商
店

製
麺
業
，
鶏
卵
販
売
．

赤
羽
商
店

鶏
卵
販
売
．

伊
藤
傳
兵
衛
商
店
（
株
式
会
社
伊
藤
傳

兵
衛
商
会
）

1934
年
に
は
養
鶏
組
合
中
央
会
に
所
属
し
，
東
部
北
信
養
鶏
組
合
に
改
称
．

吉
村
弘
商
店

諏
訪
部
商
店

伊
藤
商
会
支
店

下
平
清
八
商
店

浜
義
一
商
店

新
潟
県

中
越
養
鶏
組
合
連
合
会

田
村
商
店

小
内
商
店

関
清
松
商
店

万
屋
商
店

小
杉
慶
次
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

山
梨
県

北
川
幾
蔵

野
中
荘
八

静
岡
県

鈴
木
安
平
商
店

伊
藤
伊
平
商
店

天
野
弁
蔵
商
店

山
本
米
穀
店

鈴
木
弥
太
郎
商
店

高
橋
寅
吉
商
店

雑
賀
治
郎
作
商
店

岩
崎
喜
平
商
店
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地
域

元
売
（
販
売
担
当
）

道
府
県

特
約
店

備
考

関東
舘
野
栄
吉
商
店

茨
城
県

北
村
翠
商
店

群
馬
県

栗
原
釖
次
商
店

麦
粉
，
雑
穀
商
．

室
賀
利
一

邑
楽
郡
農
会
技
師
．
孵
卵
・
育
雛
業
，
鶏
卵
販
売
．

森
田
牧
三
郎
商
店

田
辺
栄
太
郎
商
店

松
原
庫
太
郎
商
店

岸
栄
治
商
店

木
戸
邦
一
郎
商
店

峯
村
市
郎
商
店

田
角
孫
一
郎
商
店

米
庄
商
店

谷
田
川
佐
平
商
店

栃
木
県

小
菅
彦
四
郎
商
店

篠
原
久
兵
衛
商
店

さ
さ
や
田
中
平
次
郎
商
店

福
島
県

菅
本
庄
治
商
店

川
口
忠
八
商
店

小
山
常
八
商
店

五
十
嵐
泰
治
商
店

日
光
屋
松
田
商
店

鈴
木
進
商
店

神
奈
川
県

鈴
木
作
助
商
店

奥
津
彦
兵
衛

溝
呂
木
所
左
衛
門
商
店

田
中
惣
吉
商
店

江
成
商
店

中部

木
村
徳
兵
衛
商
店

長
野
県

岡
村
定
商
店

浦
上
丑
太
郎

養
鶏
家
・
孵
化
業
者
．

武
居
善
重
商
店

養
鶏
家
．

島
田
園
一
郎
商
店

製
麺
業
，
鶏
卵
販
売
．

赤
羽
商
店

鶏
卵
販
売
．

伊
藤
傳
兵
衛
商
店
（
株
式
会
社
伊
藤
傳

兵
衛
商
会
）

1934
年
に
は
養
鶏
組
合
中
央
会
に
所
属
し
，
東
部
北
信
養
鶏
組
合
に
改
称
．

吉
村
弘
商
店

諏
訪
部
商
店

伊
藤
商
会
支
店

下
平
清
八
商
店

浜
義
一
商
店

新
潟
県

中
越
養
鶏
組
合
連
合
会

田
村
商
店

小
内
商
店

関
清
松
商
店

万
屋
商
店

小
杉
慶
次
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

山
梨
県

北
川
幾
蔵

野
中
荘
八

静
岡
県

鈴
木
安
平
商
店

伊
藤
伊
平
商
店

天
野
弁
蔵
商
店

山
本
米
穀
店

鈴
木
弥
太
郎
商
店

高
橋
寅
吉
商
店

雑
賀
治
郎
作
商
店

岩
崎
喜
平
商
店
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地
域

元
売
（
販
売
担
当
）

道
府
県

特
約
店

備
考

中部

舘
野
栄
吉
商
店

静
岡
県

松
山
清
一
郎
商
店

田
辺
肥
料
店

勝
又
商
店

鈴
木
延
重
商
店

服
部
規
矩
郎
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

名
古
屋
支
店

愛
知
県

柴
田
豊
一
商
店

平
松
商
店
（
平
松
キ
ワ
）

三
和
飼
料
（
片
桐
頼
助
・
高
田
耕
平
）

広
中
実
之
助

杉
浦
商
店

万
音
商
店

佐
藤
広
治
商
店

尾
北
種
禽
連
合
会

水
野
半
次
郎
商
店

木
全
商
店

岩
井
三
郎
商
店

平
手
商
店

中
七
商
店

吉
浜
家
畜
産
飼
料
合
資
会
社

小
垣
江
組
合

岐
阜
県

山
本
好
夫
商
店

桑
原
華
喜
夫
商
店

丸
吉
農
場

林
公
平
商
店

安
江
義
次
商
店

土
岐
津
購
買
組
合

近畿

木
村
徳
兵
衛
商
店

神
戸
支
店

兵
庫
県

堀
川
恭
平
商
店

山
下
屋

藤
本
光
蔵
商
店

右
柳
商
店

ひ
め
じ
や
商
店

延
命
商
店

赤
津
一
雄
商
店

堀
口
商
店

藤
橋
商
店

堀
川
清
五
郎
商
店

岡
本
乙
松
商
店

高
原
沢
一
郎
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

名
古
屋
支
店

三
重
県

伊
藤
清
吉
商
店

多
度
養
鶏
組
合
長
．

滋
賀
県

甲
賀
郡
農
会

宗
像
商
会

大
阪
府

一
谷
養
鶏
場
（
一
谷
豊
次
）

大
阪
府
養
鶏
組
合

一
谷
豊
次
の
組
織
，
唱
道
に
よ
り
日
配
養
鶏
飼
料
を
採
用
．

愛
国
農
園

辻
農
園

赤
松
卯
蔵
商
店

京
都
府

内
藤
克
三

西
岡
商
店

綾
部
購
買
組
合

渡
辺
弥
蔵
商
店

池
貞
商
店

山陰
木
村
徳
兵
衛
商
店

神
戸
支
店

鳥
取
県

松
原
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

米
沢
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

伊
吹
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．
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地
域

元
売
（
販
売
担
当
）

道
府
県

特
約
店

備
考

中部

舘
野
栄
吉
商
店

静
岡
県

松
山
清
一
郎
商
店

田
辺
肥
料
店

勝
又
商
店

鈴
木
延
重
商
店

服
部
規
矩
郎
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

名
古
屋
支
店

愛
知
県

柴
田
豊
一
商
店

平
松
商
店
（
平
松
キ
ワ
）

三
和
飼
料
（
片
桐
頼
助
・
高
田
耕
平
）

広
中
実
之
助

杉
浦
商
店

万
音
商
店

佐
藤
広
治
商
店

尾
北
種
禽
連
合
会

水
野
半
次
郎
商
店

木
全
商
店

岩
井
三
郎
商
店

平
手
商
店

中
七
商
店

吉
浜
家
畜
産
飼
料
合
資
会
社

小
垣
江
組
合

岐
阜
県

山
本
好
夫
商
店

桑
原
華
喜
夫
商
店

丸
吉
農
場

林
公
平
商
店

安
江
義
次
商
店

土
岐
津
購
買
組
合

近畿

木
村
徳
兵
衛
商
店

神
戸
支
店

兵
庫
県

堀
川
恭
平
商
店

山
下
屋

藤
本
光
蔵
商
店

右
柳
商
店

ひ
め
じ
や
商
店

延
命
商
店

赤
津
一
雄
商
店

堀
口
商
店

藤
橋
商
店

堀
川
清
五
郎
商
店

岡
本
乙
松
商
店

高
原
沢
一
郎
商
店

舘
野
栄
吉
商
店

名
古
屋
支
店

三
重
県

伊
藤
清
吉
商
店

多
度
養
鶏
組
合
長
．

滋
賀
県

甲
賀
郡
農
会

宗
像
商
会

大
阪
府

一
谷
養
鶏
場
（
一
谷
豊
次
）

大
阪
府
養
鶏
組
合

一
谷
豊
次
の
組
織
，
唱
道
に
よ
り
日
配
養
鶏
飼
料
を
採
用
．

愛
国
農
園

辻
農
園

赤
松
卯
蔵
商
店

京
都
府

内
藤
克
三

西
岡
商
店

綾
部
購
買
組
合

渡
辺
弥
蔵
商
店

池
貞
商
店

山陰
木
村
徳
兵
衛
商
店

神
戸
支
店

鳥
取
県

松
原
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

米
沢
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

伊
吹
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．
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地
域

元
売
（
販
売
担
当
）

道
府
県

特
約
店

備
考

山陰
木
村
徳
兵
衛
商
店

神
戸
支
店

鳥
取
県

小
綿
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

金
織
兼
三
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

米
原
正
一
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

清
水
商
店

日
配
畜
牛
飼
料
も
仕
入
．

飯
塚
善
兵
衛
商
店

中国
木
村
徳
兵
衛
商
店

神
戸
支
店

山
口
県

苫
井
重
三
郎
商
店

防
長
産
業

赤
城
肥
料
店

四国
木
村
徳
兵
衛
商
店

神
戸
支
店

香
川
県

山
陽
物
産

安
藤
商
店

松
原
秀
雄
商
店

高
知
県

西
山
合
名

愛
媛
県

勘
藤
商
店

阿
部
商
店

徳
島
県

村
沢
商
店

藍
谷
商
店

夏
目
商
店

細
川
勇
養
鶏
場

「
養
鶏
の
先
覚
者
」（
p.97）

那
珂
郡
農
会

九州
木
村
徳
兵
衛
商
店

九
州
支
店

福
岡
県

梅
崎
源
九
商
店

柳
沢
鋭
一
商
店

肘
井
伴
六
商
店

奥
鶴
一
商
店

果
物
商
（
飼
料
は
兼
業
）．

大
分
県

宇
佐
屋
商
店

佐
藤
商
店

九州

木
村
徳
兵
衛
商
店

九
州
支
店

大
分
県

斎
藤
精
一
商
店

上
田
次
六
商
店

阿
蘇
の
玉
蜀
黍
を
集
荷
・
粉
砕
し
飼
料
と
し
て
販
売
．

宮
崎
県

磯
村
合
名
会
社

傘
下
の
赤
江
農
場
養
禽
部
で
日
配
養
鶏
飼
料
を
採
用
．

原
田
房
吉
商
店

木
村
徳
兵
衛
商
店

熊
本
出
張
所

熊
本
県

吉
沢
商
店

緒
方
商
店

松
永
商
店

木
村
徳
兵
衛
商
店

鹿
児
島
出
張
所

鹿
児
島
県

森
永
練
乳

日
配
畜
牛
飼
料
，
養
鶏
飼
料
を
仕
入
．

長
崎
県

秀
島
農
園
孵
化
場

林
田
実
穂
商
店

出
典
）　
次
の
文
献
，
史
料
を
も
と
に
筆
者
作
成
．：
飼
料
の
研
究
社
編
『
日
配
35
年
史
』
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社
，
1964

年
，
81〜99


頁
／「
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
並
ニ
中
央
会
ト
ノ
斡
旋
契
約

締
結
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02394】，

1934
年
．

注
1　
表
中
「
備
考
」
欄
の
（
 ）
内
に
あ
る
「
**
頁
」
の
ペ
ー
ジ
数
は
，
本
表
の
出
典
の
う
ち
飼
料
の
研
究
社
編
（
1964）

か
ら
参
照
し
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
を
指
す
．
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店

果
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（
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は
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業
）．

大
分
県

宇
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店
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斎
藤
精
一
商
店
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次
六
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店
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蘇
の
玉
蜀
黍
を
集
荷
・
粉
砕
し
飼
料
と
し
て
販
売
．

宮
崎
県

磯
村
合
名
会
社

傘
下
の
赤
江
農
場
養
禽
部
で
日
配
養
鶏
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を
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用
．

原
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本
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張
所
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本
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店
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商
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松
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村
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店
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児
島
出
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所
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児
島
県

森
永
練
乳

日
配
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牛
飼
料
，
養
鶏
飼
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を
仕
入
．

長
崎
県

秀
島
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園
孵
化
場

林
田
実
穂
商
店

出
典
）　
次
の
文
献
，
史
料
を
も
と
に
筆
者
作
成
．：
飼
料
の
研
究
社
編
『
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配
35
年
史
』
日
本
配
合
飼
料
株
式
会
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，
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，
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／「
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卵
一
手
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売
契
約
並
ニ
中
央
会
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ノ
斡
旋
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締
結
ノ
件
」
三
井
物
産
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式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02394】，

1934
年
．
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中
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」
欄
の
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に
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」
の
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ジ
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は
，
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の
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（
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ら
参
照
し
た
情
報
が
記
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さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
を
指
す
．
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会
・
購
買
組
合
連
合
会
も
特
約
店
と
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
佐
藤
宝
海
と
一
谷
養
鶏
場
の
代
表
・
一
谷
豊
次
、
伊
藤
清
吉
商
店
（
三
重
県
）

な
ど
、
養
鶏
組
合
長
な
い
し
そ
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
特
約
店
も
あ
り
、
彼
ら
の
所
属
す
る
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
も
ま

た
特
約
店
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

い
く
つ
か
の
先
行
研
究
で
は
、
当
初
、
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
の
間
で
配
合
飼
料
に
対
す
る
信
用
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
木

徳
・
舘
野
の
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
日
配
社
長
の
橋
本
房
次
や
、
と
き
に
国
立
畜
産
試
験
場
技
師
の
波
多
野
正
も
同
行
し
て
各
地
の
養
鶏
家
を

直
接
訪
ね
、
配
合
飼
料
の
効
果
と
信
頼
性
に
つ
い
て
説
得
し
、
配
合
飼
料
の
普
及
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
ま
た
、
特

約
店
に
関
し
て
は
、
前
掲
第
8
表
に
あ
る
よ
う
に
、
物
産
小
樽
支
店
・
穀
肥
部
長
に
赴
任
し
た
篠
田
善
次
郎
が
三
菱
商
事
の
特
約
店
で
あ
っ

た
丹
波
屋
商
店
を
物
産
側
に
引
き
抜
い
た
事
例
も
あ
り
、
物
産
の
支
店
が
特
約
店
確
保
に
乗
り
出
す
場
合
も
あ
っ
（
（
（
た
。

た
だ
し
、
物
産
お
よ
び
そ
の
支
店
が
、
個
々
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
へ
直
接
取
引
に
向
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
、
原
則
な
か
っ
た

と
考
え
て
よ
い
。
物
産
が
「
当
社
単
独
ニ
テ
創
立
ス
ル
方
利
益
ナ
ル
（
（
（
モ
」
と
ま
で
言
い
な
が
ら
も
木
徳
・
舘
野
と
日
配
の
共
同
経
営
を
し
た

理
由
は
、
保
税
倉
庫
・
保
税
工
場
の
確
保
以
来
築
い
て
き
た
相
互
の
関
係
も
あ
り
、
ま
た
両
社
と
も
に
単
味
飼
料
の
得
意
先
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
取
引
関
係
を
失
う
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、 

木
徳
・
舘
野
と
の
共
同
経
営
に
よ
り
、
物
産
が

リ
ス
ク
を
負
わ
ず
に
両
社
の
地
盤
を
利
用
し
て
、
地
方
市
場
へ
飼
料
を
売
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
っ
た
。
木
徳
・
舘
野
と
も
に
有

力
飼
料
商
で
あ
り
、
各
地
方
市
場
で
販
売
力
を
有
し
て
い
た
。
地
方
で
の
飼
料
販
売
は
「
広
範
囲
ニ
亘
リ
極
メ
テ
小
口
物
」
の
た
め
、
物
産

は
「
従
来
通
リ
両
店
ヘ
任
セ
ル
方
有
利
」
と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
た
。
飼
料
の
一
手
販
売
権
自
体
は
物
産
が
握
り
、「（
但
当
社
自
ラ
地
方

ヘ
販
売
ス
ル
権
利
ヲ
留
保
ス
）」
と
は
し
つ
つ
も
、
木
徳
・
舘
野
を
「
特
約
販
売
元
」
と
し
て
、
各
々
担
当
の
地
域
で
売
り
込
み
を
さ
せ
る

こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。
木
徳
・
舘
野
の
担
当
地
域
外
が
あ
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
地
方
問
屋
を
「
販
売
元
」
と
し
、
も
し
そ
の
地
方
問
屋
か

ら
も
買
お
う
と
し
な
い
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
に
対
し
て
は
、
日
配
か
ら
「
直
接
売
込
ミ
口
銭
ノ
一
部
ヲ
当
該
販
売
元
ニ
分
与
ス
」
と
い
う
体
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制
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
飼
料
に
つ
い
て
は
、
物
産
か
ら
個
々
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
と
の
直
接
取
引
を
志
向
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
各
地
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
が
日
配
の
配
合
飼
料
・
単
味
飼
料
を
手
に
入
れ
る
場
合
、
そ
の
所
属
す
る
養
鶏
組
合
・
農

会
・
購
買
組
合
連
合
会
、
あ
る
い
は
そ
の
地
域
の
地
方
問
屋
か
ら
購
入
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
養
鶏
組
合
・
農
会
・

購
買
組
合
連
合
会
に
対
し
て
は
、
物
産
は
鶏
卵
取
引
に
お
い
て
直
接
取
引
関
係
を
結
ぶ
主
体
で
あ
り
、
先
行
研
究
で
は
そ
の
鶏
卵
取
引
と
飼

料
取
引
と
の
連
携
が
常
に
強
調
さ
れ
て
き
た
。
次
節
で
は
、
物
産
の
鶏
卵
取
引
が
円
滑
に
拡
大
し
た
背
景
に
あ
っ
た
仕
組
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
日
配
の
飼
料
取
引
を
支
え
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

2　

三
井
物
産
・
日
配
に
よ
る
養
鶏
組
合
と
の
鶏
卵
・
飼
料
取
引
の
構
造

既
述
の
通
り
、
物
産
の
日
配
を
通
じ
た
養
鶏
飼
料
取
扱
で
は
、
物
産
が
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
と
一
手
販
売
契
約
を
結
ん

で
生
産
さ
れ
た
鶏
卵
を
集
荷
し
、
そ
の
集
荷
を
て
こ
と
し
て
飼
料
を
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
に
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
単
体
で
は
口
銭
収
入
し
か
発
生
し
な
い
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
の
意
義
は
、
組
合
・
農
会
に
対
し
て
養
鶏
飼
料
を
一
手
に
供
給
で

き
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
も
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
そ
の
う
え
で
、
鶏
卵
・
飼
料
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
の
具
体
的
な
議
論
に
移
る
前

に
、
第
9
表
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
物
産
が
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
と
の
間
で
結
ん
だ
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
を
一
覧
化
し
た
。

表
を
み
る
と
、
一
手
販
売
契
約
は
必
ず
し
も
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
と
の
間
に
と
ど
ま
ら
ず
、
飼
料
業
者
な
ど
の
事
業
者
と
も
行

わ
れ
て
い
た
。
表
で
太
字
に
し
た
よ
う
に
、
日
配
の
配
合
飼
料
の
特
約
店
で
あ
っ
た
長
野
県
の
島
田
園
一
郎
商
店
と
一
九
三
〇
年
に
鶏
卵
一

手
販
売
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
四
年
に
一
手
販
売
契
約
を
結
ん
だ
長
野
県
東
部
北
信
養
鶏
組
合
は
、
も
と
も
と
日
配
の
配
合

飼
料
の
特
約
店
で
も
あ
っ
た
伊
藤
傳
兵
衛
商
店
が
組
織
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲
第
8
表
も
参
照
）。
伊
藤
傳
兵
衛
商
店
は
も
と
も
と
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第
9
表
　
1930

年
代
に
お
け
る
物
産
と
養
鶏
組
合
・
購
買
組
合
・
農
会
等
と
の
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
状
況

契
約

契
約
店

組
合
・
事
業
者
名

（
 ）
内
は
道
府
県

販
売
区
域

備
考

年
月

日
期
間
（
部
・
支
店
）

1930
5

1
2
年

営
業
部

中
三
鶏
卵
連
合
会
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

挙
母
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

棚
尾
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

大
浜
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

鷲
塚
家
禽
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

上
野
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

東
浦
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

二
本
木
山
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

新
川
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

稲
垣
虎
太
郎

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

岩
津
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

志
多
見
養
鶏
組
合
（
埼
玉
県
）

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

千
葉
県
香
取
郡
家
禽
購
買
販
売
組
合

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

群
馬
県
邑
楽
郡
農
会

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

群
馬
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

宇
頭
茶
屋
連
合
会
（
愛
知
県
）

日
本

1930
7

1
1
年

営
業
部

島
田

園
一

郎
商

店
（

長
野

県
）

日
本

1930
7

1
1
年

営
業
部

東
三
鶏
業
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
9
25

1
年

名
古
屋
支
店

吉
浜
家
禽
組
合
（
愛
知
県
）

東
京
，
横
浜
，
大
阪

1930
12

16
2
年

営
業
部

安
西
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本
お
よ
び
海
外

1931
2
28

5
年

営
業
部

愛
知
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1931
3

2
1
年

営
業
部

磐
田
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1931
3

2
1
年

営
業
部

周
智
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1931
3

2
1
年

営
業
部

榛
原
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1931
4

4
1
年

営
業
部

静
岡
県
駿
東
郡
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1931
6

1
1
年

営
業
部

千
葉
県
販
売
購
買
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1931
6
24

1
年

営
業
部

小
笠
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
中
国

1931
12

3
1
年

営
業
部

三
ヶ
島
養
鶏
組
合
（
埼
玉
県
）

内
地
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
大
浜
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
棚
尾
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
新
川
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
中
山
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
鷲
塚
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
上
町
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
中
畑
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
平
七
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

岡
田
隆
二

日
本
お
よ
び
海
外

1933
3
30

2
年

営
業
部

愛
知
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1933
3
30

1
年

営
業
部

引
佐
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1933
6
29

2
年

営
業
部

静
岡
県
駿
河
中
部
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1933
9
18

1
年

門
司
支
店

佐
賀
県
松
浦
村
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1933
10

6
2
年

営
業
部

富
山
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1934
3
22

2
年

営
業
部

長
野

県
東

部
北

信
養

鶏
組

合
日
本
，
海
外

も
と
伊
藤
傳
兵
衛
商
店

1935
11

20
2
年

営
業
部

静
岡
県
駿
河
中
部
養
鶏
組
合
連
合
会

東
京
，
横
浜
お
よ
び
海
外

契
約
年
月
日
に
「（
改
）」
と
あ
り
．

1936
3
19

2
年

大
阪
支
店

島
根
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
，
台
湾
，
朝
鮮
，
樺

太
，
お
よ
び
海
外

契
約
年
月
日
に
「（
改
）」
と
あ
り
．

出
典
）　
次
の
史
料
を
も
と
に
筆
者
作
成
．：
愛
知
県
産
業
部
編
『
愛
知
県
副
業
資
料
（
二
）　
養
鶏
組
合
ニ
関
ス
ル
調
査
』
愛
知
県
産
業
部
，
1923

年
，
14
頁
／
三

井
物
産
株
式
会
社
「
第
四
十
二
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-31】，

1930
年
，
93～

94
頁
／
同
「
第
四
十
三
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-32】，

1931
年
，
95～

96
頁
／
同
「
第
四
十
四
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-33】，

1931
年
，
97～

98
頁
／
同
「
第
四
十
五
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-34】，

1932
年
，
96
頁
／
同
「
第
四
十
七
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-36】，

1933
年
，
97～

98
頁
／
同
「
第
四
十
八
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-37】，

1933
年
，
92～

93
頁
／
同
「
第
四
十
九
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-38】，

1934
年
，
112
頁
／
同
「
第
五
十
三
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-42】，

1936
年
，
115～

116
頁
／「
愛
知
県
下
各
養
鶏
組
合
ト
ノ
委
託
販
売
契
約
更
改
継
続
追
認
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02385】，

1930
年

／「
愛
知
県
碧
海
郡
安
西
養
鶏
組
合
ト
売
買
契
約
締
結
並
ニ
中
山
，
豊
田
両
店
ト
ノ
日
ノ
出
印
鶏
卵
委
託
買
付
契
約
書
ニ
一
部
追
加
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社

「
廻
議
綴
」【
物
産
02386】，

1930
年
／「
静
岡
県
養
鶏
組
合
中
央
会
ト
鶏
卵
購
買
斡
旋
契
約
並
ニ
磐
田
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
，
周
智
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
及
小
笠

郡
養
鶏
組
合
連
合
会
ト
鶏
卵
委
託
販
売
契
約
締
結
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02387】，

1931
年
／「
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
並
ニ
中
央
会
ト

ノ
斡
旋
契
約
締
結
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02394】，

1934
年
．
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第
9
表
　
1930

年
代
に
お
け
る
物
産
と
養
鶏
組
合
・
購
買
組
合
・
農
会
等
と
の
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
状
況

契
約

契
約
店

組
合
・
事
業
者
名

（
 ）
内
は
道
府
県

販
売
区
域

備
考

年
月

日
期
間
（
部
・
支
店
）

1930
5

1
2
年

営
業
部

中
三
鶏
卵
連
合
会
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

挙
母
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

棚
尾
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

大
浜
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

鷲
塚
家
禽
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

上
野
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

東
浦
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

二
本
木
山
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

新
川
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
5

1
2
年

営
業
部

稲
垣
虎
太
郎

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

岩
津
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

志
多
見
養
鶏
組
合
（
埼
玉
県
）

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

千
葉
県
香
取
郡
家
禽
購
買
販
売
組
合

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

群
馬
県
邑
楽
郡
農
会

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

群
馬
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本

1930
6
15

1
年

営
業
部

宇
頭
茶
屋
連
合
会
（
愛
知
県
）

日
本

1930
7

1
1
年

営
業
部

島
田

園
一

郎
商

店
（

長
野

県
）

日
本

1930
7

1
1
年

営
業
部

東
三
鶏
業
組
合
（
愛
知
県
）

日
本

1930
9
25

1
年

名
古
屋
支
店

吉
浜
家
禽
組
合
（
愛
知
県
）

東
京
，
横
浜
，
大
阪

1930
12

16
2
年

営
業
部

安
西
養
鶏
組
合
（
愛
知
県
）

日
本
お
よ
び
海
外

1931
2
28

5
年

営
業
部

愛
知
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1931
3

2
1
年

営
業
部

磐
田
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1931
3

2
1
年

営
業
部

周
智
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1931
3

2
1
年

営
業
部

榛
原
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1931
4

4
1
年

営
業
部

静
岡
県
駿
東
郡
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1931
6

1
1
年

営
業
部

千
葉
県
販
売
購
買
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1931
6
24

1
年

営
業
部

小
笠
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
中
国

1931
12

3
1
年

営
業
部

三
ヶ
島
養
鶏
組
合
（
埼
玉
県
）

内
地
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
大
浜
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
棚
尾
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
新
川
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
中
山
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
鷲
塚
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
上
町
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
中
畑
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

愛
知
県
平
七
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1932
12

8
2
年

営
業
部

岡
田
隆
二

日
本
お
よ
び
海
外

1933
3
30

2
年

営
業
部

愛
知
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1933
3
30

1
年

営
業
部

引
佐
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
（
静
岡
県
）
日
本
お
よ
び
海
外

1933
6
29

2
年

営
業
部

静
岡
県
駿
河
中
部
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1933
9
18

1
年

門
司
支
店

佐
賀
県
松
浦
村
養
鶏
組
合

日
本
お
よ
び
海
外

1933
10

6
2
年

営
業
部

富
山
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
お
よ
び
海
外

1934
3
22

2
年

営
業
部

長
野

県
東

部
北

信
養

鶏
組

合
日
本
，
海
外

も
と
伊
藤
傳
兵
衛
商
店

1935
11

20
2
年

営
業
部

静
岡
県
駿
河
中
部
養
鶏
組
合
連
合
会

東
京
，
横
浜
お
よ
び
海
外

契
約
年
月
日
に
「（
改
）」
と
あ
り
．

1936
3
19

2
年

大
阪
支
店

島
根
県
養
鶏
組
合
連
合
会

日
本
，
台
湾
，
朝
鮮
，
樺

太
，
お
よ
び
海
外

契
約
年
月
日
に
「（
改
）」
と
あ
り
．

出
典
）　
次
の
史
料
を
も
と
に
筆
者
作
成
．：
愛
知
県
産
業
部
編
『
愛
知
県
副
業
資
料
（
二
）　
養
鶏
組
合
ニ
関
ス
ル
調
査
』
愛
知
県
産
業
部
，
1923

年
，
14
頁
／
三

井
物
産
株
式
会
社
「
第
四
十
二
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-31】，

1930
年
，
93～

94
頁
／
同
「
第
四
十
三
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-32】，

1931
年
，
95～

96
頁
／
同
「
第
四
十
四
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-33】，

1931
年
，
97～

98
頁
／
同
「
第
四
十
五
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-34】，

1932
年
，
96
頁
／
同
「
第
四
十
七
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-36】，

1933
年
，
97～

98
頁
／
同
「
第
四
十
八
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-37】，

1933
年
，
92～

93
頁
／
同
「
第
四
十
九
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-38】，

1934
年
，
112
頁
／
同
「
第
五
十
三
回
事
業
報
告
書
」【
物
産
00615-42】，

1936
年
，
115～

116
頁
／「
愛
知
県
下
各
養
鶏
組
合
ト
ノ
委
託
販
売
契
約
更
改
継
続
追
認
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02385】，

1930
年

／「
愛
知
県
碧
海
郡
安
西
養
鶏
組
合
ト
売
買
契
約
締
結
並
ニ
中
山
，
豊
田
両
店
ト
ノ
日
ノ
出
印
鶏
卵
委
託
買
付
契
約
書
ニ
一
部
追
加
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社

「
廻
議
綴
」【
物
産
02386】，

1930
年
／「
静
岡
県
養
鶏
組
合
中
央
会
ト
鶏
卵
購
買
斡
旋
契
約
並
ニ
磐
田
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
，
周
智
郡
養
鶏
組
合
連
合
会
及
小
笠

郡
養
鶏
組
合
連
合
会
ト
鶏
卵
委
託
販
売
契
約
締
結
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02387】，

1931
年
／「
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
並
ニ
中
央
会
ト

ノ
斡
旋
契
約
締
結
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
02394】，

1934
年
．
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物
産
に
鶏
卵
を
出
荷
し
て
い
た
事
業
者
で
あ
り
、
養
鶏
組
合
中
央
会
に
所
属
し
た
こ
と
を
機
に
名
称
を
「
東
部
北
信
養
鶏
組
合
」
に
変
更
し

た
の
で
あ
（
（
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
組
織
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
定
規
模
の
鶏
卵
を
取
引
で
き
る
事
業
者
と
の
間
に
物
産
は
一
手
販
売
契
約
を

結
ん
で
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

物
産
の
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
で
は
、
鶏
卵
代
金
は
「
荷
物
受
渡
完
了
ノ
翌
日
」
に
送
金
さ
れ
（
（
（
た
。
た
と
え
ば
、
島
田
園
一
郎
商
店
に
日
配

の
配
合
飼
料
を
売
る
担
当
は
木
徳
で
あ
っ
た
が
、
日
配
の
親
会
社
で
あ
る
物
産
が
島
田
園
一
郎
商
店
の
鶏
卵
を
一
手
に
集
荷
し
、
そ
の
支
払

い
を
即
時
に
行
う
こ
と
は
、
木
徳
と
島
田
園
一
郎
商
店
と
の
配
合
飼
料
取
引
の
円
滑
な
継
続
に
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
表

中
に
灰
色
を
し
た
愛
知
県
養
鶏
組
合
連
合
会
お
よ
び
同
県
の
大
浜
養
鶏
組
合
、
棚
尾
養
鶏
組
合
、
新
川
養
鶏
組
合
、
鷲
塚
養
鶏
組
合
、
上
町

養
鶏
組
合
は
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
三
一
年
の
間
に
、
静
岡
県
駿
河
中
部
養
鶏
組
合
連
合
会
は
一
九
三
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
手
販
売
契
約
を

結
ん
で
い
る
が
、
愛
知
県
の
各
組
合
は
一
九
三
三
年
に
、
静
岡
県
駿
河
中
部
養
鶏
組
合
連
合
会
は
一
九
三
五
年
に
一
手
販
売
契
約
を
再
度
結

ん
で
い
る
。
静
岡
県
駿
河
中
部
養
鶏
組
合
連
合
会
に
つ
い
て
は
一
九
三
五
年
の
契
約
年
月
日
に
「（
改
）」
と
い
う
付
記
が
あ
り
、
契
約
内
容

の
変
更
に
伴
う
再
契
約
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
愛
知
県
の
各
組
合
に
つ
い
て
は
契
約
期
間
満
了
、
あ
る
い
は
そ
の
期
日
が
近
づ
い
た
こ
と
を

も
っ
て
の
再
契
約
と
考
え
ら
れ
る
。
鶏
卵
の
一
手
販
売
契
約
で
は
、
契
約
期
間
が
満
期
を
迎
え
て
も
別
段
申
し
出
が
な
い
場
合
に
は
期
間
が

延
長
さ
れ
る
取
り
決
め
の
契
約
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
表
で
灰
色
を
し
た
各
組
合
の
よ
う
に
再
度
、
一
手
販
売
契
約
を
結
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
第
9
表
で
み
た
よ
う
に
物
産
は
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
多
数
の
組
合
・
農
会
、
そ
し
て
事
業
者
と
の
間
に
鶏
卵
の
一
手
販
売
契

約
を
結
ん
で
お
り
、
こ
の
一
手
販
売
契
約
が
、
そ
の
契
約
相
手
へ
日
配
の
配
合
飼
料
を
販
売
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
鶏
卵
と
飼
料
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
が
な
ぜ
連
携
で
き
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
な
い
。

先
行
研
究
が
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
産
が
鶏
卵
を
一
手
に
引
き
受
け
、
そ
の
代
金
を
即
時
送
金
す
る
こ
と
は
、
鶏
卵
の
現
金
化
を
急
ぐ
養
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鶏
家
・
養
鶏
業
者
、
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
に
と
っ
て
、
物
産
と
取
引
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。
物

産
側
と
し
て
は
、
鶏
卵
の
集
荷
と
迅
速
な
現
金
化
を
交
換
条
件
と
し
て
、
子
会
社
・
日
配
の
飼
料
を
売
り
込
み
や
す
く
で
き
た
側
面
は
あ
る

だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
、
お
よ
び
そ
の
傘
下
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
側
に
、
必
ず
し

も
日
配
の
養
鶏
飼
料
を
購
入
・
利
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
物
産
が
鶏
卵
の
一
手
販
売
と
即
時
の

現
金
化
を
行
う
こ
と
を
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
し
て
、
組
合
・
農
会
に
日
配
の
養
鶏
飼
料
を
売
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
加
え
て
、
配

合
飼
料
は
三
井
物
産
・
日
配
だ
け
で
は
な
く
、
三
菱
商
事
を
は
じ
め
保
税
工
場
を
有
す
る
そ
の
他
の
雑
穀
飼
料
業
者
に
よ
っ
て
も
製
品
化
さ

れ
、
販
売
さ
れ
て
い
る
。
第
10
表
に
示
す
よ
う
に
、
全
国
購
買
組
合
連
合
会
が
調
査
し
た
主
要
な
事
業
者
だ
け
で
、
一
九
三
三
年
時
点
で
総

計
三
八
六
種
類
の
飼
料
が
製
造
さ
れ
、
市
場
に
流
通
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
三
井
物
産
・
日
配
は
一
二 

種
類
の
配
合
飼
料
製
品
を
展
開

し
て
い
た
が
、
競
合
の
三
菱
商
事
は
一
九 
種
類
を
市
場
に
展
開
し
て
い
た
。
以
後
も
多
数
の
事
業
者
に
よ
っ
て
様
々
な
配
合
飼
料
製
品
が

市
場
展
開
さ
れ
、
飼
料
に
つ
い
て
の
統
制
が
始
ま
っ
た
一
九
三
九 

年
時
点
に
お
い
て
も
約
三
六
〇 

種
類
の
配
合
飼
料
製
品
が
流
通
し
て
い

た
と
さ
れ
（
（1
（
る
。
つ
ま
り
、
市
場
に
は
日
配
の
競
合
と
な
る
配
合
飼
料
製
品
が
豊
富
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
必
ず
し
も
各
地
の

鶏
卵
集
荷
で
物
産
が
支
配
的
な
地
位
を
築
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
す
で
に
全
国
米
穀
販
売
組
合
連
合
会
（
全

販
連
）
や
日
本
鶏
卵
会
社
な
ど
、
内
地
卵
（
国
産
鶏
卵
）
取
扱
で
物
産
の
競
合
は
多
く
、
物
産
が
一
手
販
売
契
約
を
締
結
し
て
い
た
地
盤
に

は
、
物
産
と
一
手
販
売
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
養
鶏
組
合
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
組
合
に
鶏
卵
を
出
荷
す
る
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
も
も
ち

ろ
ん
存
在
し
（
（1
（
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
物
産
以
外
の
事
業
者
に
鶏
卵
を
委
託
す
る
組
合
、
物
産
と
鶏
卵
取
扱
で
競
合
関
係
に
あ
る
地
方
問
屋

な
ど
の
な
か
に
は
、
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
か
ら
現
金
買
で
鶏
卵
を
集
荷
す
る
者
も
い
た
。
つ
ま
り
、
物
産
が
取
り
組
ん
で
い
た
鶏
卵
の
即
時

現
金
化
自
体
は
、
物
産
の
競
合
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

鶏
卵
取
引
、
飼
料
製
造
・
販
売
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
物
産
・
日
配
に
多
数
の
競
合
が
存
在
し
て
い
た
状
況
は
、
特
に
有
力
な
養
鶏
組
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第 10 表　1933 年おける国内主要配合飼料製造事業者の販売実績

所在地

事業者名

配合飼料

製品
種類
（数）

販売高

県 市区町村・郡
数量

金額（円）
貫 比率‌

（/総計）

東京府
日本橋区 日本配合飼料株式会社

（三井物産） 12 9, 898, 556  20. 9% n.a.

麹町区 三菱商事株式会社 19  7, 754, 400 16. 4% 1, 850, 510 

神奈川県 横浜市 日本栄養食料株式会社 7  2, 059, 087  4. 4% 523, 485 

愛知県
名古屋市

合名会社
　　伊藤和四五郎商店 47  13, 350, 000 28. 2% 3, 100, 000 

河田師郎 40 2, 747, 200 5. 8% n.a.

知多郡半田町 株式会社萬三商店 2 1, 355, 141 2. 9% 287, 806 

長崎県 長崎市 鈴木五郎 6  21, 003  0. 0% 51, 173 

大阪府 大阪市 合資会社米田商店 16  1, 984, 355  4. 2% 445, 259 

兵庫県 神戸市
日本家畜飼料株式会社 51 1, 968, 763  4. 2% 441, 271 
神戸飼料合資会社 58  1, 247, 796  2. 6% 274, 515 

広島県 呉市 山岡寅松商店 18  69, 421 0. 1% 13, 507 

三重県 津市 株式会社
　　築地川喜多商店 36  806, 552 1. 7% 183, 272 

福岡県 門司市 合名会社土井治吉商店 11 1, 436, 540 3. 0% n.a.

熊本県 宇土郡三角町 辻友四郎 20 613, 617  1. 3% 138, 691 

鹿児島県 鹿児島市
上野商事合名会社 8  490, 767  1. 0% 109, 849 
合資会社三星商会 2 1, 018, 240 2. 2% 243, 000 

佐賀県
唐津市 瀬戸吉治 15  242, 534  0. 5% 62, 506 

牛津町 坂井商事合名会社 18  238, 268  0. 5% 59, 927 

総計 386 47, 302, 240 100% 7, 784, 771 

出典）　次の史料をもとに筆者作成．：全国購買組合連合会『飼料ニ関スル調査』全国購買組合連合会， 
1938 年，63～64 頁．
注 1）　出典史料では，戦前期に国内最大の雑穀飼料問屋とされていた愛知県知多郡半田町の杉治商会（杉
浦治助）の 1933 年における飼料販売実績が調査できず，集計から漏れている．なお，1937 年時点の杉
治商会の配合飼料販売数量は，およそ 15 万トン（4,000 万貫）であった．前掲『飼料ニ関スル調査』，
64 頁．
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合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
と
の
鶏
卵
取
引
に
つ
い
て
物
産
側
に
一
程
度
の
努
力
を
必
要
と
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
物
産
が
鶏
卵
一
手

販
売
契
約
を
結
ん
で
い
た
養
鶏
組
合
に
、「
本
邦
最
大
出
荷
組
合
ノ
（
（1
（

一
」
と
さ
れ
た
愛
知
県
の
東
三
鶏
業
組
合
が
あ
っ
た
。
東
三
鶏
業
組
合

が
物
産
に
委
託
す
る
鶏
卵
は
、
一
九
三
一
年
で
毎
月
約
七
〇
〇
〇
函
、
金
額
に
し
て
四
万
二
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
（
（1
（

た
。
そ
の
後
も
物
産
と
東
三

鶏
業
組
合
は
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
六
〇
〇
〇
か
ら
一
万
函
、
金
額
に
し
て
三
万
円
か
ら
六
万
五
〇
〇
〇
円
の
規
模
で
鶏
卵
取

引
を
行
い
、
全
国
的
に
産
卵
が
減
少
し
た
一
九
三
六
年
に
も
六
五
〇
〇
函
・
五
万
円
の
取
引
実
績
を
持
っ
て
い
（
（1
（

た
。

上
記
の
よ
う
に
取
引
が
長
期
に
継
続
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
物
産
は
東
三
鶏
業
組
合
と
円
滑
に
取
引
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
と
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
に
大
規
模
に
鶏
卵
を
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
た
東
三
鶏
業
組
合
で
あ
れ
ば
、
物
産
に
対
し
て
交
渉
力
を
発
揮
す

る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
し
、
条
件
次
第
で
は
物
産
の
競
合
他
社
と
の
取
引
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
飼
料
も
、
た
と

え
ば
三
菱
商
事
な
ど
、
日
配
以
外
の
有
力
な
事
業
者
か
ら
仕
入
れ
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
物
産
は
、
競
合
他
社
も
実
施
し

て
い
る
よ
う
な
鶏
卵
の
即
時
現
金
化
と
は
別
に
、
有
力
な
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
が
物
産
と
の
鶏
卵
取
引
を
選
好
し
、
か
つ

日
配
の
配
合
飼
料
お
よ
び
単
味
飼
料
を
購
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
誘
導
す
る
取
組
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
第
9
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
物
産
の
一
手
販
売
契
約
の
多
く
は
愛
知
県
と
静
岡
県
に
属
す
る
組
合
と
の
間
で
結
ば
れ
て
お
り
、
物

産
が
取
り
扱
っ
た
鶏
卵
は
愛
知
県
と
静
岡
県
の
各
組
合
傘
下
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
に
よ
る
生
産
品
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
昭
和
戦

前
期
の
中
部
地
方
・
伊
勢
湾
地
域
の
養
鶏
業
で
は
愛
知
県
が
突
出
し
て
お
り
、
他
県
に
比
べ
て
大
規
模
な
経
営
の
養
鶏
業
者
も
分
厚
く
存
在

し
、
飼
料
市
場
と
し
て
も
最
大
の
市
場
で
あ
っ
（
（1
（
た
。
そ
の
た
め
、
日
配
と
木
徳
・
舘
野
も
両
県
所
属
の
組
合
に
対
し
て
盛
ん
に
配
合
飼
料
を

供
給
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
物
産
に
よ
る
鶏
卵
の
一
手
販
売
契
約
に
関
し
て
、
物
産
の
各
年
の
「
廻
議
綴
」
か
ら
は
、
個
々
の
組
合
・

農
会
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
契
約
内
容
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
愛
知
県
の
養
鶏
組
合
に
対
し
て
は
、
物
産
か
ら
前
貸

金
を
融
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
前
貸
の
実
施
で
最
も
早
い
時
期
の
も
の
で
は
、
鶏
卵
の
一
手
販
売
契
約
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
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仲
介
業
務
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
一
九
二
七
年
の
「
三
州
鶏
卵
組
合
」
に
対
し
て
確
認
で
き
（
（1
（
る
。「
三
州
鶏
卵
組
合
」
と
は
詳
細
に
は

「
三
州
幡
豆
郡
連
合
会
（
八
組
合
）
外
四
個
ノ
鶏
卵
組
合
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
合
計
一
二
の
組
合
に
対
し
て
総
額
一
万
二
〇
〇
〇
円
の
前

貸
を
行
っ
た
。
従
来
、
こ
れ
ら
の
組
合
か
ら
の
鶏
卵
な
ど
「
総
数
三
十
五
個
ノ
生
産
組
合
品
」
の
集
荷
・
販
売
と
、
一
万
二
〇
〇
〇
円
の
無

担
保
に
よ
る
前
貸
を
、
同
じ
く
愛
知
県
の
日
ノ
出
組
合
が
行
っ
て
い
た
。
そ
の
集
荷
を
物
産
が
一
手
に
引
き
受
け
、
物
産
か
ら
日
ノ
出
組
合

へ
委
託
す
る
と
い
う
契
約
が
結
ば
れ
、「
三
州
鶏
卵
組
合
」
へ
の
一
万
二
〇
〇
〇
円
の
前
貸
も
物
産
が
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
三
州

鶏
卵
組
合
」
か
ら
の
返
済
は
「
生
産
品
毎
函
十
／
二
十
銭
ノ
割
、
約
一
ヶ
年
七
ヶ
月
以
内
ニ
回
収
予
想
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
一
〇
函
ご
と
に

二
〇
銭
の
割
合
で
、
物
産
か
ら
の
代
金
支
払
い
よ
り
差
し
引
く
形
で
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
物
産
が
仲
介
し
て
日
ノ
出
組
合
へ
委
託
す
る

「
三
州
鶏
卵
組
合
」
生
産
品
の
取
扱
高
は
毎
月
一
万
一
〇
〇
〇
函
・
約
一
一
万
円
で
、
物
産
側
に
は
「
毎
半
期
金
七
千
円
」
の
利
益
が
見
込

ま
れ
て
い
た
。
物
産
側
に
は
こ
の
時
点
で
鶏
卵
を
一
手
に
販
売
す
る
権
利
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
現
下
輸
入
支
那
卵
ガ
内
地
卵
ニ
圧
倒
セ

ラ
レ
テ
輸
入
漸
減
ノ
折
柄
当
社
ト
シ
テ
ハ
内
地
卵
ニ
力
ヲ
入
ル
ル
要
ア
リ
（
中
略
）
将
来
名
古
屋
支
店
ノ
是
等
鶏
卵
組
合
ニ
対
シ
飼
料
売
込

上
ニ
資
ス
ル
所
モ
頗
ル
多
シ
」
と
し
て
、
こ
の
前
貸
の
実
施
を
決
断
し
て
い
る
。

一
九
三
一
年
に
は
、
愛
知
県
の
大
浜
養
鶏
組
合
に
対
し
、
物
産
か
ら
函
材
と
飼
料
の
買
付
に
関
わ
る
資
金
一
五
〇
〇
円
の
前
貸
を
行
う
こ

と
が
議
案
と
し
て
出
さ
れ
て
い
（
（1
（
る
。
こ
の
前
貸
し
で
は
大
浜
養
鶏
組
合
の
「
荷
物
特
約
荷
受
者
」
で
あ
る
豊
田
正
治
、
合
資
会
社
中
山
商
店

に
連
名
の
保
証
手
形
を
出
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
大
浜
養
鶏
組
合
が
月
五
〇
円
ず
つ
償
却
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
大
浜
養
鶏
組
合

は
す
で
に
一
九
二
七
年
十
二
月
に
物
産
か
ら
三
〇
〇
〇
円
の
貸
付
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
償
却
残
高
六
〇
〇
円
を
即
時
返
済
す
る
こ
と
も
条

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
大
浜
養
鶏
組
合
が
「
債
務
返
済
振
確
実
」
で
あ
る
こ
と
が
前
貸
の
可
否
の
判
断
材
料
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
前
貸
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
先
述
の
東
三
鶏
業
組
合
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
に
東
三
鶏
業
組
合
へ
「
鶏

卵
仕
入
資
金
」
と
し
て
三
〇
〇
〇
円
の
前
貸
を
行
う
こ
と
が
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
認
可
さ
れ
て
い
（
（1
（
る
。
返
済
方
法
は
、
組
合
員
連
帯
の
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約
束
手
形
を
差
し
入
れ
さ
せ
、
十
五
ヶ
月
間
、
毎
月
二
〇
〇
円
を
物
産
が
東
三
鶏
業
組
合
に
支
払
う
鶏
卵
代
金
か
ら
差
し
引
く
形
で
行
う
と

さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
こ
の
年
の
東
三
鶏
業
組
合
が
物
産
に
委
託
し
た
鶏
卵
が
毎
月
約
七
〇
〇
〇
函
・
四
万
二
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、

前
貸
金
三
〇
〇
〇
円
を
上
回
る
規
模
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
担
保
は
「
ナ
シ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
東
三
鶏
業
組
合
の
組
合
員
に
充
分
な
資
本

を
持
つ
者
が
い
る
こ
と
も
、
前
貸
を
行
う
こ
と
の
担
保
と
な
っ
て
い
た
。

東
三
鶏
業
組
合
へ
は
、
一
九
三
二
年
（
二
五
〇
〇
円
。
毎
月
二
〇
〇
円
を
十
三
ヶ
月
間
で
返
済
）、
一
九
三
四
年
（
二
五
〇
〇
円
。
毎
月

二
〇
〇
円
を
返
済
。
期
限
の
明
記
な
し
）、
一
九
三
五
年
（
二
〇
〇
〇
円
。
毎
月
二
〇
〇
円
で
一
九
三
六
年
八
月
末
ま
で
に
返
済
）、
一
九
三

六
年
（
二
〇
〇
〇
円
。
毎
月
二
〇
〇
円
の
返
済
で
、
期
限
の
明
記
な
し
）
に
も
鶏
卵
仕
入
資
金
の
前
貸
が
行
わ
れ
（
（1
（
た
。
各
年
の
前
貸
に
お
い

て
、
組
合
員
連
帯
、
あ
る
い
は
組
合
役
員
の
約
束
手
形
を
差
し
入
れ
る
こ
と
や
、
毎
月
の
返
済
は
物
産
が
支
払
う
鶏
卵
代
金
よ
り
差
し
引
く

形
で
行
う
こ
と
な
ど
の
条
件
は
す
べ
て
共
通
で
あ
り
、
東
三
鶏
業
組
合
か
ら
の
返
済
も
円
滑
で
あ
っ
た
。

東
三
鶏
業
組
合
へ
の
前
貸
は
基
本
的
に
組
合
か
ら
の
要
望
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
豊
橋
市
方
面
に
お
け
る
激
し
い
競
争
状

態
が
存
在
し
（
（2
（
た
。
こ
の
当
時
、
豊
橋
市
方
面
に
現
れ
た
有
力
な
別
の
組
合
が
現
金
買
を
始
め
、
東
三
鶏
業
組
合
の
組
合
員
で
あ
っ
た
養
鶏

家
・
養
鶏
業
者
が
一
部
奪
わ
れ
る
事
態
が
発
生
し
、
そ
の
対
抗
と
し
て
東
三
鶏
業
組
合
は
鶏
卵
の
現
金
買
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
地
方
問
屋
に
よ
る
現
金
買
も
起
き
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
し
つ
つ
、
東
三
鶏
業
組
合
が
地
方
問
屋
の
基
盤
に
進
出
す
る
た
め
に
も
前
貸

金
の
融
通
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
に
は
物
産
の
模
倣
を
し
て
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
に
前
貸
を
行
い
、
一
定
期
間
の
鶏
卵
委

託
契
約
を
結
ぶ
競
合
他
社
も
現
れ
、
物
産
と
東
三
鶏
業
組
合
の
地
盤
は
常
に
脅
か
さ
れ
て
い
（
（2
（
た
。
物
産
に
よ
る
東
三
鶏
業
組
合
へ
の
前
貸
は

奏
功
し
た
と
み
ら
れ
、
一
九
三
四
年
に
は
「
三
河
国
、
二
川
駅
方
面
」、
一
九
三
五
年
に
は
「
宝
飯
郡
地
方
」
へ
東
三
鶏
業
組
合
が
地
盤
を

拡
張
す
る
た
め
に
前
貸
が
行
わ
れ
て
お
り
、
物
産
と
東
三
鶏
業
組
合
に
よ
る
鶏
卵
取
引
を
伸
展
さ
せ
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
（
（2
（
た
。
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養鶏家 · 養鶏業者
（鶏卵生産者）

飼料代金

飼料代金

飼料
（配合飼料）
（単味飼料）

飼料
（配合飼料）
（単味飼料）

養鶏組合

鶏卵

現金買

前貸金
舘野木徳

鶏卵代金
（前貸返済控除）

鶏卵

日配

飼料代金
（原料代）

飼料
（単味飼料）

物産

第 1図　三井物産・養鶏組合間の鶏卵一手販売契約と日本配合飼料株式会
社・養鶏組合間の飼料取引

出典）　筆者作成．
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物
産
と
し
て
も
東
三
鶏
業
組
合
へ
の
前
貸
は
「
本
商
内
助
長
ニ
必
（
（2
（
要
」
と
し
て
お
り
、
大
口
の
鶏
卵
取
引
先
で
あ
る
東
三
鶏
業
組
合
の
競

合
に
対
処
し
つ
つ
、
さ
ら
に
は
同
組
合
の
鶏
卵
集
荷
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
に
も
東

三
鶏
業
組
合
へ
前
貸
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
「
鶏
卵
並
ニ
飼
料
買
付
資
金
融
資
」
と
な
っ
て
い
（
（2
（

た
。
金
額
は
二
〇
〇
〇
円
、
毎
月
二
〇
〇

円
の
返
済
で
、
そ
れ
以
前
の
前
貸
と
同
じ
条
件
で
の
融
資
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
最
終
的
に
は
、
物
産
に
よ
る
東
三
鶏
業
組
合
へ
の
前
貸
は
、

同
組
合
の
鶏
卵
仕
入
に
関
す
る
支
援
を
超
え
て
、
組
合
が
仕
入
れ
る
飼
料
の
買
付
資
金
の
支
援
に
ま
で
も
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

以
上
の
物
産
と
愛
知
県
の
各
養
鶏
組
合
と
の
間
で
確
認
さ
れ
た
、
資
金
前
貸
を
伴
う
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
と
、
日
配
・
木
徳
・
舘
野
と
養

鶏
組
合
と
の
間
の
飼
料
取
引
の
構
造
を
、
第
1
図
に
示
し
た
。
大
浜
養
鶏
組
合
や
東
三
鶏
業
組
合
は
、
物
産
か
ら
の
前
貸
金
を
受
け
て
自
ら

の
地
盤
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
か
ら
鶏
卵
を
現
金
買
で
仕
入
れ
、
物
産
は
そ
の
鶏
卵
を
一
手
に
集
荷
し
て
前
貸
金
の
返
済
分
を
控
除
し
た
代

金
を
支
払
っ
た
。
ま
た
、
物
産
か
ら
の
前
貸
金
は
各
組
合
が
函
材
な
ど
の
資
材
や
飼
料
を
買
い
付
け
る
た
め
の
資
金
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。

そ
の
う
ち
飼
料
買
付
に
関
し
て
は
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
物
産
か
ら
前
貸
さ
れ
、
か
つ
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
を
結
ん
で
い
る
関
係
上
、
物
産

傘
下
の
日
配
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
激
し
い
競
争
が
存
在
す
る
環
境
下
で
、
物
産
は
大
手
の
養
鶏
組
合
に
対
し
て
前
貸

に
よ
る
鶏
卵
の
確
保
や
飼
料
買
付
の
支
援
を
行
い
、
鶏
卵
取
引
、
そ
し
て
日
配
に
よ
る
飼
料
取
引
の
双
方
を
円
滑
に
、
か
つ
強
固
に
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
／
前
掲
、
細
川
。

（
2
）　
前
掲
、
春
日
／
前
掲
、
三
井
文
庫
編
。

（
3
）　
以
下
、
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
、
六
五
頁
、
八
一
頁
、
九
〇
～
九
一
頁
、
九
七
～
九
八
頁
。

（
4
）　
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
、
七
九
～
八
〇
頁
。
／ 

前
掲
、
細
川
、
六
七
頁
。
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（
5
）　
前
掲
、
飼
料
の
研
究
社
編
、
九
九
頁
。

（
6
）　
以
下
、
前
掲
、「
養
鶏
飼
料
製
造
販
売
会
社
設
立
並
当
社
出
資
ノ
件
」。

（
7
）　
前
掲
、
春
日
豊
、
三
三
五
頁
。

（
8
）　「
鶏
卵
一
手
販
売
契
約
並
ニ
中
央
会
ト
ノ
斡
旋
契
約
締
結
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
四
】、
一
九
三
四
。

（
9
）　
三
井
物
産
株
式
会
社
「
一
手
販
売
契
約
提
要
（
一
手
供
給
・
下
請
販
売
委
託
・
販
売
協
定
ヲ
含
ム
。
機
械
部
関
係
契
約
ヲ
除
ク
）」【
物
産
調

査
〇
〇
一
〇
六
―
二
六
七
】、
一
九
三
五
。

（
10
）　
前
掲
、
沢
田
、
一
一
二
頁
。

（
11
）　
前
掲
、
加
藤
、
一
五
六
～
一
五
八
頁
。

（
12
）　「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
一
】、
一
九
三
二
。

（
13
）　「
豊
橋
東
三
鶏
業
組
合
ヘ
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
八
八
】、
一
九
三
一
。

（
14
）　「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
一
】、
一
九
三
二
／「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」
三
井
物

産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
九
四
】、
一
九
三
四
／「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三

九
九
】、
一
九
三
五
／「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
四
〇
四
】、
一
九
三
六
／「
豊
橋
東
三
鶏
業

組
合
ヘ
鶏
卵
並
ニ
飼
料
買
付
資
金
融
資
ノ
事
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
四
〇
八
】、
一
九
三
七
。

（
15
）　
前
掲
、
小
杉
、
一
二
一
～
一
二
九
頁
。

（
16
）　
以
下
、「
三
州
鶏
卵
組
合
へ
貸
付
金
支
出
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
八
〇
】、
一
九
二
七
。

（
17
）　
以
下
、「
愛
知
県
碧
海
郡
大
浜
町
大
浜
養
鶏
組
合
委
託
荷
前
貸
金
ノ
件
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
三
八
七
】、
一
九
三

一
。

（
18
）　
以
下
、
前
掲
、「
豊
橋
東
三
鶏
業
組
合
ヘ
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」
／
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」 【
物
産
〇
二
三
九
一
】、
一
九

三
二
。

（
19
）　
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」【
物
産
二
三
九
一
】、
一
九
三
二
／
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」【
物
産
〇
二
三
九
四
】、
一
九
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三
四
／
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」【
物
産
〇
二
三
九
九
】、
一
九
三
五
、
／
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」【
物
産
〇
二
四
〇

四
】、
一
九
三
六
。

（
20
）　
以
下
、
前
掲
、「
豊
橋
東
三
鶏
業
組
合
ヘ
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」。

（
21
）　
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」【
物
産
〇
二
三
九
一
】、
一
九
三
二
。

（
22
）　
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」）【
物
産
〇
二
三
九
四
】、
一
九
三
四
／
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」【
物
産
〇
二
三
九
九
】、

一
九
三
五
。

（
23
）　
前
掲
、「
鶏
卵
仕
入
資
金
貸
付
ノ
件
」【
物
産
〇
二
四
〇
四
】、
一
九
三
六
。

（
24
）　
以
下
、「
豊
橋
東
三
鶏
業
組
合
ヘ
鶏
卵
並
ニ
飼
料
買
付
資
金
融
資
ノ
事
」
三
井
物
産
株
式
会
社
「
廻
議
綴
」【
物
産
〇
二
四
〇
八
】、
一
九
三

七
。

お
わ
り
に

本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
日
配
お
よ
び
木
徳
・
舘
野
の
飼
料
の
特
約
店
と
な
る
の
は
、
島
田
園
一
郎
商
店
の
よ
う
に
単
独
で
物
産
と
鶏
卵

の
一
手
販
売
契
約
を
締
結
で
き
る
規
模
の
事
業
者
や
大
規
模
経
営
の
養
鶏
業
者
、
あ
る
い
は
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
で
あ
り
、

そ
う
し
た
規
模
の
相
手
に
対
し
、
木
徳
・
舘
野
、
日
配
、
そ
し
て
場
合
に
よ
り
物
産
の
支
店
も
乗
り
出
し
て
、
個
別
訪
問
で
特
約
店
化
し
て

い
っ
た
。
各
地
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
は
、
日
配
の
特
約
店
と
な
る
よ
う
な
経
営
規
模
で
は
な
い
限
り
、
所
属
す
る
養
鶏
組
合
・
農
会
・
購

買
組
合
連
合
会
、
あ
る
い
は
日
配
の
特
約
店
で
あ
る
地
域
の
地
方
問
屋
か
ら
日
配
の
飼
料
を
購
入
し
た
。

物
産
・
日
配
に
よ
る
組
合
・
農
会
・
購
買
組
合
連
合
会
と
の
鶏
卵
・
養
鶏
飼
料
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
愛
知
県
の

大
手
の
養
鶏
組
合
に
対
し
て
、
前
貸
金
の
融
通
が
行
わ
れ
て
い
た
。
前
貸
金
は
養
鶏
組
合
が
そ
の
地
盤
の
養
鶏
家
・
養
鶏
業
者
か
ら
鶏
卵
を
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集
荷
す
る
た
め
の
現
金
買
を
支
え
、
ま
た
、
函
材
な
ど
の
資
材
や
飼
料
を
買
い
付
け
る
た
め
の
資
金
的
援
助
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
養
鶏

組
合
な
ど
組
合
側
は
そ
の
前
貸
金
を
物
産
か
ら
支
払
わ
れ
る
鶏
卵
代
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
形
で
返
済
す
る
が
、
東
三
鶏
業
組
合
の
よ
う
に

大
量
の
鶏
卵
を
物
産
と
取
引
す
る
組
合
に
あ
っ
て
は
、
毎
月
の
鶏
卵
代
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
前
貸
金
の
返
済
額
は
わ
ず
か
な
割
合
で
あ
り
、

必
ず
し
も
不
利
な
条
件
で
の
融
資
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
物
産
は
前
貸
金
の
融
通
と
い
う
手
段
を
講
じ
て
、
鶏
卵
主
産
地
で
あ
る
愛
知
県
の
有
力
な
組
合
と
の
鶏
卵
一
手
販
売
契

約
を
強
固
に
維
持
し
、
日
配
は
そ
の
資
金
の
前
貸
を
伴
う
取
引
関
係
を
通
じ
て
、
各
組
合
に
飼
料
を
売
り
込
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
既
存

研
究
で
は
、
物
産
に
よ
る
鶏
卵
の
即
時
現
金
化
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、
各
地
の
養
鶏
組
合
が
物
産
と
の
取
引
を
選
好
し
、
日
配
の
飼
料
も
そ

の
関
係
性
に
よ
っ
て
組
合
に
供
給
さ
れ
た
、
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
な
説
明
で
は
な
か

っ
た
。
物
産
の
鶏
卵
取
引
に
お
い
て
も
、
日
配
の
飼
料
販
売
に
お
い
て
も
多
数
の
競
合
が
存
在
す
る
中
で
、
鶏
卵
・
飼
料
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引

が
連
携
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
、
資
金
の
前
貸
と
い
う
養
鶏
組
合
へ
の
支
援
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。


